
　
市
民
の
皆
様
、
60
年
以
上
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
農
連

市
場
が
、
新
し
く
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
連
市
場
は
、
昔
な
が
ら
の
相
対
売
り
や
、

市
場
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
古
き
良
き

マ
チ
グ
ヮ
ー
文
化
の
象
徴
で
あ
り
、
観
光
客
に
も
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。
ま
た
、
昭
和
の
佇
ま
い
の
残
る
風
景

も
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
も
ず
い
ぶ
ん
と
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
古
く
な
っ
た

建
物
を
見
る
た
び
に
、
台
風
や
火
事
の
心
配
が
頭
を
よ
ぎ

り
、
市
場
で
働
く
方
々
や
訪
れ
る
方
々
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
い
つ
も
気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

場
に
関
わ
る
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、
災
害
に
強
く
、

「
人
と
も
の
が
行
き
交
い
、
マ
チ
グ
ヮ
ー
文
化
を
継
承
す

る
に
ぎ
わ
い
豊
か
な
街
」
を
目
指
し
て
再
開
発
事
業
を
進

め
、
こ
の
た
び
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
店
舗
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
マ
チ

グ
ヮ
ー
文
化
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
な
が
ら
、
気
持
ち
も

新
た
に
頑
張
る
ぞ
と
い
う
気
概
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
整
備
中
の
区
画
も
あ
り
ま
す
が
、「
の
う
れ
ん
プ

ラ
ザ
」
を
中
心
に
多

く
の
交
流
が
生
ま
れ
、

ふ
れ
あ
い
が
深
ま
り
、

市
民
の
台
所
と
し
て

の
輝
き
が
増
す
こ
と

を
、
心
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

那
覇
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

 

城
間
幹
子

市
民
の
台
所
、
輝
き
再
び

　
農
連
市
場
は
１
９
５
３
年
、
琉

球
農
連
（
現
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
）

が
米
国
民
政
府
管
理
の
土
地
約

３
３
０
０
㎡
を
借
り
て
開
設
。
59

年
の
農
家
ら
へ
の
市
場
開
放
後
は

取
引
量
も
増
加
し
、
売
り
手
と
買

い
手
が
価
格
や
購
入
量
を
直
接
交

渉
す
る
「
相
対
売
り
」
を
中
心
に

繁
栄
を
極
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
郊
外
へ
の
大
型
商
業
施
設
の
進

出
に
加
え
、
市
場
の
老
朽
化
な
ど

も
相
ま
っ
て
、
か
つ
て
の
賑
わ
い

を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

再
開
発
へ
始
動

　
１
９
８
４
年
の
整
備
構
想

案
策
定
か
ら
30
年
を
経
て
、

２
０
１
４
年
、
那
覇
市
農
連
市
場

地
区
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合

が
設
立
さ
れ
、
本
格
的
に
農
連
市

場
の
再
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
再
開
発
の
面
積
は
約
3.1
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
現
在
、
ガ
ー
ブ
川
の
北

側
に
新
市
場
、通
信
制
高
等
学
校
、

権
利
者
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。

今
後
、
ガ
ー
ブ
川
の
南
側
に
保
育

所
を
併
設
し
た
70
戸
の
市
営
住

宅
、
19
階
建
て
１
０
８
戸
の
分
譲

住
宅
棟
、
約
３
０
０
台
収
容
可
能

な
駐
車
場
棟
を
整
備
し
、
ま
ち
な

か
居
住
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
全
体
の
完
了
は
２
０
２
０
年

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
市
場
で
地
域
活
性

　
新
市
場
は
１
階
に
生
鮮
野
菜

な
ど
の
小
売
、
２
階
に
飲
食
や
仲

卸
業
者
、
３
階
に
来
客
用
駐
車

場
が
併
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
全
安
心
な
新
し
い
建
物
で
、

市
は
さ
ら
な
る
商
業
の
活
性
化

と
マ
チ
グ
ヮ
ー
文
化
の
継
承
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

11月
2017年（平成29年）
第802号毎月1日発行 市の人口と世帯

総人口

※（　）内はうち外国人

住民基本台帳人口の内訳（外国人）

2017（平成29）年 9月末現在

世帯数

男
女

323,064（4,103）

150,304（2,780）

156,612（2,272）
166,452（1,831）
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・
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５
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・
・
4

●
新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
（
新
市
民
会
館
）／
同
施
設
建
設
と
久
茂
地・

　
牧
志
の
ま
ち
づ
く
り
／
沖
縄
の
演
劇
が
熱
い
！
・
・
・
・
・
・
5
～
8

●
情
報
パ
ッ
ク
／
博
物
館
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・
・
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・
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再
開
発
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
市
街
地
整
備
課

　
☎
９
５
１・３
２
４
８

市
場
棟
の
営
業
に
関
す
る
こ
と

　
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
運
営
室

　
☎
８
３
４・７
８
１
８

　
長
く
市
民
の
台
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
農
連
市

場
。
一
方
、
施
設
の
老
朽
化
に
加
え
、
都
市
基
盤
の
未

整
備
に
伴
う
防
災
上
の
問
題
な
ど
が
以
前
か
ら
指
摘
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
４
年
に
農
連
市
場
の
再
開
発
の
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
今
年
で
33
年
―
。
つ
い
に
新
し
い
市

場
棟
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
が
10
月
に
完
成
し
、
営
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

神原中学校

神原小学校
のうれんプラザ

駐車場
（３階）

神原橋
（工事中）

通信制高等学校

権
利
者
住
宅

権
利
者
住
宅

市営住宅
保育所併設

駐車場
（予定地）

（予定地）
（
予
定
地
）

（
予
定
地
）

分
譲
住
宅

↑
国
際
通
り

←開南交差点

与儀交差点→

←開
南交
差点

ガーブ川

〝
衣
食
住
遊
〟が
融
合
す
る
マ
チ
へ

新しい農連市場が完成

新築開店セール開催

11 月１（水）～５日（日）

▲ 1階の店舗。防災性が向上した建物内で安
全安心に商売ができるようになりました
▶ 2階の仲卸業者。路上で荷捌きすることが
なくなり、周辺の交通環境も改善しました

（H29.4開校）

（H29.7入居開始）



1 保育所（園）・地域型保育 園児募集　

入園・入所案内平成
30年度

保育所・地域型保育・
幼稚園・認定こども園 入園・入所案内
お子さんが利用可能な施設をご確認のうえ、該当する手続きで入園・入所をお申込
みください。

どの施設が
利用できるの？

保育を必要とする事由
当てはまるものをチェック☑

※詳しくは保育所（園）の入所基準を  
   参考にしてください

□ 就労（月 64 時間以上）
□ 妊娠、出産
□ 保護者の疾病、障がい
□ 親族の介護、看護
□ 就学
□ 求職活動
□ 災害復旧　など

利用できる施設 認定なし 1号認定 2号認定 3号認定

公立および私立保育所 1へ ◯ ◯

地域型保育 1へ ◯

市立・公私連携
認定こども園 2へ ◯ ◯

私立認定こども園 3へ ◯ ◯

市立幼稚園
※3歳児クラスはありません 4へ ◯ ◯

私立幼稚園 5へ ※直接施設へお問い合わせください

【お問い合わせ】
　こどもみらい課（保育グル－プ）
　☎ 861-6903 ／ FAX 862-9669

対象児
　保護者のいずれもが左表の「保育を必要とする事由」に当てはまる世帯の市
　内に在住する満5歳以下の児童（平成25年4月1日生まで）

申込案内配布場所
　11 月上旬よりこどもみらい課または那覇市内の認可保育所で配布します。
　那覇市ホームページからダウンロードもできます。「那覇市平成30年度保
　育所申込」で検索してください。
　申込に必要な書類など、その他詳細については、申込案内をご確認ください。

受付期間　
　平成29年12月1日(金) ～平成30年1月12日(金)
　8時30分～17時15分まで（土日祝日を除く）
　平成30 年1月11日(木)のみ 8 時30分～20時まで受付します。
　※書類に不備がある場合は受付できません。

受付場所
　こどもみらい課(本庁３階)まで直接持参してください。

発達支援保育
　発達支援保育(障がい児保育)を希望される方は下記のとおり受付します。　　
　詳細はこどもみらい課までお問い合わせください。
　※受付期間　平成29年11月1日（水）～11月30日（木）
　※受付場所　こどもみらい課 (本庁3階）

その他
　※希望する保育所(園)は自由に選べますが、希望する保育所(園)への申込者
　　が多数の場合は選考になります。
　※平成 29 年 10 月 25 日までに提出した入所申込書の有効期限は、平成 30
　　年3 月の入所選考までとなります。平成30年4月以降も引き続き入所を
　　希望する場合は、改めて申込みが必要です。
　※平成30年5月以降の入所申込は、平成30年1月15日（月）から受付します。
　※保育料は、児童の年齢と世帯の市民税に応じて決定されます。
　※夜間保育：保護者の就労時間により、夜間に保育が必要な児童をお預か
　　りします。玉の子夜間保育園のみ実施。
　※休日一時預かり：保護者の就労日により日曜・祝日に保育が必要な児童は、
　　一時預かりとしてお預かりすることができます。あじゃ保育園のみ実施。

【お問い合わせ】
　こどもみらい課（こども園・幼稚園グループ）
   ☎ 861-6903 ／ FAX 862-9669

対象児
　市内在住の満５歳児
　　（平成24年４月２日～平成 25年４月１日生まれ）
　市内在住の満４歳児
　　（平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれ）
　市内在住の満３歳児 ※実施園のみ　
　　（平成 26 年４月２日～平成27年４月１日生まれ）

受付期間
　1次受付：校区内（各小学校区に準ずる）の児童のみ
　平成29年11月14日（火）・15日（水）・16日（木） 
   14 時～16 時
　※校区外の児童については校区内の児童の申込み後、
      空き枠が出た場合のみ2次受付を実施します（12月
      11日～13日）。那覇市公式ホームページにてお知
　　らせいたします。

受付場所
　各認定こども園
　※平成30年度に認定こども園へ移行
　　する園は現幼稚園で受付します。
　　（城北・城南・松川・壺屋・神原・与儀・
　　城岳・天妃・松島・古蔵・仲井真・
　　小禄南）

定員
　５歳児：壺屋・神原30人、
　　　　　金城・古蔵・仲井真90人、
　　　　　その他60人　
　４歳児：30人　
　３歳児：20人（実施園のみ）
　※定員を超える場合は抽選となります。

【お問い合わせ】
　こどもみらい課（保育グル－プ）　☎ 861-6903 ／ FAX 862-9669
   1 号認定、2・3 号認定により受付方法が異なります。左ページにてご確認ください。

● 1 号認定児
対象児　
　市内在住の平成30年4月1日時点満3～5歳児
　★各施設にて受付となります。入園受付の内容に
　　ついては、施設へお問い合わせください。

● 2・3 号認定児
　★保育所の入所申込みと同様となります。
　　左ページの「1 保育所 ( 園 ) 等園児募集」
　　をご覧ください。

【お問い合わせ】
　こどもみらい課（こども園・幼稚園グル－プ）
　☎ 861-6903 ／ FAX 862-9669

対象児
　市内在住の満５歳児
　　（平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれ）
　市内在住の満４歳児  ※実施園のみ
　　（平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれ）

受付期間
   平成29年11月14日（火）・15 日（水）・16日（木）
　14 時～16 時

受付場所
   各幼稚園　

定員
   ５歳児：天久のみ105人　
　　　　　※その他は定員なし　
  ４歳児：30人（天久のみ60 人）  
   ※定員を超える場合は抽選となります。
  ★申込みに必要な書類など、その他詳細
　　については、こどもみらい課窓口また
　　は各園にて配布しています「入園案内
　　パンフレット」（11月上旬配布予定）を
　　ご覧ください。
　★５歳児については、受付時に面談を行
　　いますのでお子さんも一緒にお越しく
　　ださい。４歳児については、入園確定後
　　に面談を行いますので、入園受付時の
　　幼児の同伴は必要ありません。

対象児
　満３歳～５歳になる幼児（平成 30 年 4 月１日時点）
募集期間
　平成 29 年 10 月より募集中
入園手続き
　「募集要項」などは各私立幼稚園へお問い合わせください。

受　付
1月12日(金)まで

※私立保育所から移行した
    認定こども園です

※市立幼稚園から移行した認定こども園です

◇公立保育所◇
保育所（園）名 電話 延長 ５歳地区

☆

☆

☆

-

-

○

○

☆ ○首里

☆ -真和志

☆ ○小禄

真和志

◇私立保育所◇

天久
与儀
若狭浦
大道
久場川
宇栄原

917-3338
834-0962
867-7233
854-1017
886-8042
857-0483

保育所（園）名 電話 延長 ５歳地区
☆

☆

☆

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◯

◯

☆

☆

-

-

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

あがみてぃ
あじゃ
天久ひばり
あめく結
おおたけ
沖縄こども
ガジマル
風のうた

グッピー
向陽
こじか
コスモ
童の城
スカイ

そよ風おもろ
玉の子

玉の子夜間

943-0271
868-7271
869-4455
917-2387
863-7388
941-3090
866-1174
866-0190
861-1931
832-6142
941-4112
869-1212
860-4710
941-3255
866-0156

867-3221

867-3221

本
　庁

本
　庁

保育所（園）名 電話 延長 ５歳地区
☆

☆

☆

-

-

-

-

-

-

-

-

☆

☆

-

-

-

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

千草
美ら夢
ペリー
つぼがわ
ながやま
第2ながやま
ポプラ
まつやま
みやびの杜

レイモンドあしびなー
わかさ
愛心
第2愛心
愛泉
あさひ
アスクこくば
いしだ丘
いちごえ分園
エミール
第二エミール
かねしま
こくら
さくら

識名さつき

しらゆり

880-2279
860-9614
857-2765
854-8155
861-3347
975-5560
853-1819
868-5072

941-5580
943-3790

868-7713
854-5386
833-6058
867-5133
836-5300
835-9100
836-0980
996-5455
853-0741
832-6006
835-2364
834-6000
832-4549

835-4081

855-2173

本
　庁

真
和
志

保育所（園）名 電話 延長 ５歳地区

-

-

-

-

-

☆

-

-

-

-

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

スカイマリン
長田
ひらまつ
二葉
平和
松島

マリア
みやぎ原
メルシー古島
メルシー古島分園

よぎ南
わかば
石嶺
MOA沖縄幼児学園
大空
おおな愛児
琴の音
首里かふう
首里湘南
首里当蔵
首里ライオンの子
城北
たつのこ

花のいろ

報徳

834-5918
854-8741
884-9788
834-4691
854-7221
886-1366
863-9879

832-3914
943-2215
882-2211
853-4528
832-6600
886-1052
886-3364
886-0101
885-4520
886-3221
886-8877
882-1321
884-5924
988-0330
885-4848
884-0292

885-5104
886-8263

首
　里

真
和
志

本
　庁

◇地域型保育◇
保育所（園）名 電話 延長地区

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

保育所（園）名 電話 延長 ５歳地区

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

みぎわ

みどり
若杉
渡

あやめ
いちごえ
オレンジ

オレンジ第2
第2かぐら
小禄南

鏡原
鏡原かいせい
すがやま
たばる愛児
つばさ
はとぽっぽ
ひまわり
よしたけ

887-3121
886-6016
887-1912
886-4060
858-2005

852-0244
857-9585
859-2552
996-5069
858-8457

857-4188
858-3530
858-8181
857-1769

857-6849
857-7491
857-1268
857-1787

首
　里

小
　禄

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

　

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

小
　禄

☆

☆

☆

○

○

○

○

-

◇H30年4月1日開設予定園◇
保育所（園）名 電話 延長 ５歳地区

☆いずみ幼児園

オキナワグローバル未来

松川　

小禄かいせい　

きららうえばる

861-3563

834-9267
885-2103
(わかめこども園)

886-2844

895-1634

○

◇H30年4月1日開設予定園◇
保育所（園）名 電話 延長地区
楚辺すみれ

城

なはエンゼル

832-8550

834-1961

858-9512

-

-

-

-

とまりの
みはら

こざくらまかび園
すくすく乳児園
ともわ乳児園
なないろ乳児園
ファミリー・ナハ
ライオンの子キアラ
山田

オロク琉生
みのり
いずみのもり
すまいる
オリーブクラウン
ビンプ
沖縄産業支援センター内

はなまる

861-4247
866-4447

887-7888
831-9330
987-1302
943-1670
831-6677
996-2319
884-7240

840-1310
858-0026
996-1232
887-5420
943-5501
854-5535
857-3127

987-0287

真
和
志小規

模

小
規
模

事
業
所
内

真
和
志

首
里

本
庁

本
　庁

小
　禄

小
　禄

真
和
志

本
庁

小
禄

☆

☆

☆

☆

☆

○

２ 市立・公私連携認定こども園 園児募集

３ 私立認定こども園 園児募集

4 市立幼稚園　園児募集

５ 私立幼稚園　園児募集

★申込みに必要な書類など、その他詳細については、こどもみらい課窓口
　または各園にて配布しています「入園案内パンフレット」（11 月上旬配
　布予定）をご覧ください。
★ 1 次受付時に面談を行いますので、お子さんも一緒にお越しください。

■ 那覇市認定こども園一覧
園　名 電話番号
◆大　道
　石　嶺
　開　南
　城　北
　城　南
　壺　屋

　与　儀

　天　妃
　小禄南
◆銘　苅

◆さつき

884-5769
886-5160
867-2475
884-0936

884-5909
863-4070
832-6759

868-2480
858-8189

860-7239
996-4333

園　名 電話番号
836-0850

868-7685
860-2727
851-3313
858-7020
832-6180
833-2613
832-2219

884-0054

853-0065

◆識　名
◆若　狭
　　曙
　真　地
◆金　城
　松　川
　神　原
　城　岳

　松　島

　古　蔵
　仲井真 853-6695

◆印･･･３歳児保育実施園

■ 私立認定こども園一覧

園　名
◇平成29年度移行園◇

◇平成30年度新規移行園◇

電話番号
わかめ
かぐら

885-2103
857-4033

園　名 電話番号 備　考
941-5567
832-2525
887-3358

みやび
童夢
しゅりの泉

平成30年度移行予定のため変更に
なることがあります。

※４歳児の申込み状況によっては、５歳児との複式クラス編制となる
　ことがあります。  

■ 那覇公立幼稚園一覧
園　名 電話番号

◆安　謝
◆城　東
◆城　西
◆真嘉比

◆  泊
◆真和志

　垣　花

868-3323
885-0068
885-5030
884-4476
867-2657
832-7093
857-0572

園　名 電話番号
857-0003
857-1086
857-2088
854-3060
886-1413

917-3338
861-0622

◆印･･･4 歳児保育実施園

◆小　禄
◆高　良
◆宇栄原
◆上　間

◆大　名
◆天　久

◆那　覇　

■ 那覇市内私立幼稚園一覧
園　名 所在地

愛児幼稚園
首里カトリック幼稚園
相愛幼稚園
光の子幼稚園
ナザレ幼稚園
育英義塾幼稚園

樋川1-13-10
首里崎山町4-60
長田1-11-9
首里山川町1-17
三原2-11-33
宮城1-7-41

電話番号
834-2731
885-3174
832-1502
886-0648
855-1389
858-0064

　
相
談
件
数
は
年
々
増
加

　
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
毎
年
過
去

最
多
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所
で
対
応

し
た
相
談
件
数
は
12
万
２
千
５
７
８
件

で
、
初
め
て
10
万
件
を
超
え
た
前
年
度

と
比
べ
、
約
２
割
増
加
し
て
い
ま
す
。
　

　
那
覇
市
の
現
状

　

市
が
対
応
し
た
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
平
成
27
年
度

２
１
７
件
、
平
成
28
年
度
２
４
１
件
で
す
。
虐
待
種
別
は
、

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
が
最
多
で
、
心
理
的
虐
待
が
最

も
多
い
全
国
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
心
理
的
虐
待
は
市
で
も
約
３
割
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
言

葉
に
よ
る
脅
し
や
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
の
家
族
へ

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
も
含
ま

れ
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
、

沖
縄
県
内
の
人
口
10
万
人

あ
た
り
の
保
護
命
令
発
令

件
数
は
全
国
4
位
で
、
子

ど
も
た
ち
の
心
理
面
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
よ
り
良
い
支
援
の
た
め
に

　

児
童
虐
待
は
、
保
護
者
の
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
孤
立

感
を
解
消
す
る
支
援
な
ど
、
発
生
予
防
が
特
に
重
要
で
す
。

そ
し
て
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
場
面
で
の
、
近
く
の
人
の

目
配
り
や
気
配
り
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
や
保
護
者
の
様
子
か
ら
「
気
に
な
る
な
」
と
感
じ

た
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
機
関
へ
ご
連
絡
（
通
告
）
く

だ
さ
い
。
連
絡
し
た
結
果
、
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

経
済
的
な
問
題
や
育
児
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
を
救
う
こ
と

が
で
き
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
よ
り
良
い
親
子
支
援
の
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

身体的虐待 
51件

（21.2％）

心理的虐待 
73件

（30.3％）

ネグレクト 
108 件

（44.8％）241件

性的虐待 
9 件（3.7％）

平成28年度  那覇市児童虐待種別

〜那覇市子ども虐待相談電話〜
　☎８６２－０５９３

（子育て応援課 子育て支援室　
月～金　８時半～ 17 時 15 分）
〜こども虐待ホットライン〜　

☎８８６－２９００
( 沖縄県中央児童相談所 24 時間対応 )
〜児童相談所全国共通ダイヤル〜

　１８９（いち・はや・く）

しつけ・遊び・こころ・からだ・性格・学校
生活など、様々な相談に応じます。
お気軽にご連絡ください。
子育て支援室 ☎８６１－ 5０２６

児童虐待に関する連絡（通告）・相談先

子育ての悩み一人で抱え込まないで

公立・私立保育所保育内容 ※平成29年11月1日時点
 　延長：延長保育、5歳：5歳児保育

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
〜

上の「保育を必要とする事由」に当て
はまるものがありますか？

平成30年4月1日時点で
３歳以上である

認定なし
認定の必要は
ありません

1号認定
教育標準時間

認定

3 号認定
保育認定

（満3歳未満）

2号認定
保育認定

（満3歳以上）

平成30年4月1日時点で
３歳以上である

はい

はい はい

いいえ

いいえいいえ

23 2017 年（平成 29年）11月2017年（平成 29年）11月



損
害
額
は
年
間
約
５
千
万
円
！

市
民
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も

　
市
で
は
条
例
（
那
覇
市
廃
棄
物
の
減
量
化
の
推

進
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
）
で
資
源
化
物

を
無
断
で
持
ち
去
る
行
為
（
持
ち
去
り
行
為
）
を

禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
違
反
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
特
に
古
紙
の
持
ち
去
り
被
害
が
大
き
く
、
回
収

量
が
最
大
だ
っ
た
平
成
14
年
度
に
比
べ
、
平
成
28

年
度
の
回
収
量
は
約
38
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
市
の
試
算
で
は
、
回
収
量
の
減
少
に
よ
る
損

失
は
、
年
間
約
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
持
ち
去
り
の
被
害
は
歳
入
面
の
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
み
置
き
場
の
汚
損
や
早
朝
か
ら
の
騒
音
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
な
ど
、
市
民
生
活

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
持
ち
去
り
行
為
者
に
対
し
市
民
が
直

接
、
注
意
す
る
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
持
ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
場
合

は
、
持
ち
去
り
行
為
者
に
は
接
触
せ
ず
、
日
時
や

場
所
、
車
両
番
号
な
ど
を
市
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

過
料
額
を
５
万
円
に
引
き
上
げ

　
持
ち
去
り
行
為
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
で
は
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
持
ち
去
り
行
為
者
へ
の
口

●
き
っ
か
け

　
私
は
中
学
生
の
頃
、
学
校
の
先
輩

の
命
令
で
酒
を
買
い
に
行
き
、
自
分

も
先
輩
に
勧
め
ら
れ
て
飲
酒
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
缶
ビ
ー

ル
１
缶
も
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

酒
に
強
い
と
「
格
好
イ
イ
」、「
飲
め

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
子
ど
も
心

に
思
い
、
酒
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
に
な
る
と
、
自
然
に
飲
酒

＝
ク
ラ
ス
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
結
び
つ
き
、
そ

の
楽
し
さ
か
ら
「
飲
み
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
人
に

な
る
と
、
落
ち
込
ん
だ
時
や
怒
り
が

こ
み
上
げ
た
時
に
酒
が
慰
め
て
く
れ

る
よ
う
に
思
え
、
飲
酒
が
習
慣
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
飲
み
続
け
て

い
る
う
ち
に
自
分
で
も
気
付
か
ぬ
ま

ま
、
ブ
レ
ー
キ
が
き
か
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
30
歳
の
時
、
飲
酒
運
転
で
逮
捕
さ

れ
た
私
を
心
配
し
た
父
親
が
、
病
院

へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断
さ
れ
入

院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

は
飲
み
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
、
と
初
め
は
病
気
を
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
退
院
直
後
か
ら
飲

酒
を
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
て
ん
か

ん
で
救
急
搬
送
。
そ
の
後
も
飲
酒
欲

求
が
止
ま
ら
ず
、
依
存
症
を
徐
々
に

自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
病
院
か
ら
紹
介
を
受
け
、
地

域
の
断
酒
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●
断
酒
会

　
断
酒
会
で
は
、
酒
に
悩
む
人
た
ち

と
そ
の
家
族
が
自
分
の
悩
み
や
経
験

を
語
り
合
い
、
自
分
と
酒
と
の
関
係

を
見
つ
め
な
お
し
ま
す
。
な
ぜ
飲
み

た
く
な
る
の
か
、
我
慢
で
き
な
い
の

か
を
自
ら
に
問
い
、
気
持
ち
の
整
理

を
行
う
の
で
す
。

　
私
は
飲
ん
だ
り
止
め
た
り
し
な
が

ら
断
酒
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
を
心
配
し
、
自
宅
に
様
子

を
見
に
来
て
く
れ
る
断
酒
会
の
先
輩

が
い
ま
し
た
。
彼
が
な
ぜ
私
を
気
に

か
け
る
の
か
分
か
ら
ず
、
と
て
も
不

思
議
で
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
事
故
で
骨
折
し
た
彼

が
松
葉
杖
を
つ
き
な
が
ら
、「
俺
が
今

あ
る
の
は
断
酒
会
と
仲
間
た
ち
の
お

か
げ
だ
」
と
話
し
、
夫
婦
で
断
酒
会

の
設
営
を
し
て
い
る
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
私
は
中
途
半
端
な

気
持
ち
で
断
酒
会
に
来
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
、
酒
を
飲
む
自
分
に
真
剣

に
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
今
日
一
日
飲
ま
な
い
」
た
め
に
断

酒
会
に
通
い
続
け
、
多
く
の
仲
間
た

ち
と
そ
の
家
族
に
支
え
ら
れ
今
日
の

私
が
あ
り
ま
す
。
飲
ん
で
い
た
と
き

よ
り
も
酒
の
無
い
今
の
生
き
方
が
楽

し
い
で
す
。
今
振

り
返
る
と
、
先
輩

は
そ
れ
に
気
付
い

て
欲
し
く
て
自
宅

に
訪
れ
て
い
た
と

分
か
り
ま
す
。

●
１
人
で
悩
ま
な
い
で

　
私
は
、
酒
が
止
め
ら
れ
ず
悩
ん
で

い
る
人
に
は
、「
断
酒
会
に
行
っ
て

ご
ら
ん
」
と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
断
酒
会
の
仲
間
は
み
な
、

１
日
飲
ま
な
い
で
い
る
こ
と
の
苦
労

を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
当
事
者

し
か
理
解
で
き
な
い
辛
さ
や
淋
し
さ

を
共
感
し
、
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
以
前
は
暗
い
顔
で
断
酒
会
に
訪

れ
、
言
葉
少
な
に
座
っ
て
い
た
若
い

女
性
が
、
通
い
続
け
る
う
ち
に
少
し

ず
つ
回
復
し
、
先
日
新
し
い
仕
事
を

得
た
と
笑
顔
で
報
告
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
自
分
だ
け
で
な
く
仲

間
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
の
を
見
ら

れ
る
の
も
、
今
の
私
の
喜
び
で
す
。

　
市
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で

悩
ん
で
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら

の
相
談
、
断
酒
会
の
紹
介
、
医
療
機

関
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
診
断
さ
れ
て

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
飲
酒
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
「
病
気
」

で
す
。
全
国
に
約
１
０
９
万
人
い
る

と
さ
れ
、
治
療
し
て
い
る
人
は
わ
ず

か
５
万
人
。
治
療
に
至
ら
な
い
理
由

に
、
意
思
が
弱
い
な
ど
の
周
囲
の
誤

解
や
偏
見
、
酒
の
な
い
生
活
へ
の
本

人
の
恐
怖
心
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断
さ

れ
、
20
年
断
酒
会
に
通
い
、
酒
を
止

め
続
け
て
い
る
座
安
孝
さ
ん
（
53
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

保健所 地域保健課
精神保健グループ

☎ 853 ー 7973

平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら

那覇市内で活動している断酒会

グループ名 活動日時 活動場所

那覇断酒会 毎週水曜
19時～21時

市保健所

シングルの集い
（男性のみ）

第1・3土曜
19時～21時

アメシストの会
（女性のみ）

毎週土曜
14時～16時

那覇断酒家族会
いじゅの花

第2火曜
19時～21時

沖縄古島断酒会 毎週水曜
19時～21時

北保健
センター

那覇小禄断酒会 毎週木曜
19時～21時 市保健

センター
小禄断酒新生会 毎週金曜

19時～21時

那覇首里断酒会 毎週火曜
19時～21時

首里公民館
首里断酒新生会 毎週水曜

19時～21時

※事前申込み不要。市外住民も参加できます。

頭
指
導
や
処
分
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
１
万
円
の
過
料
（
罰
則
金
）
を
科

す
よ
う
に
な
っ
た
平
成
27
年
度
の
指
導
人
数
は
前

年
度
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
は
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
況
で
す
。
一
方
、
過
料
処
分
の
件

数
は
増
加
し
て
お
り
、
処
分
を
受
け
た
す
べ
て
の

人
が
、
そ
の
後
も
持
ち
去
り
行
為
を
継
続
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
、
過
料

額
を
５
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
資
源
化
物
の
回
収
増
加
に
よ
る
歳

入
が
見
込
ま
れ
、
ご
み
置
き
場
の
汚
損
や
ご
み
の

散
乱
な
ど
も
減
少
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
持
ち
去
り
行
為
者
へ
の
指
導

を
継
続
し
、
市
民
の
生
活
環
境
の
改
善
や
公
衆
衛

生
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市の指導・過料処分の状況指導された人数

※指導件数はさらに多く、平成28年度は445件にのぼっています。

過料処分件数

拠点回収事業
　ご家庭から出される古紙類や飲料缶を集め
て保管し、定期的に市へ引き渡す団体（PTAや
自治会など）に対し「奨励金」を交付します。
　この事業により、無断での持ち去りを抑止する効果もあります。
【対象の資源化物と奨励金】

※対象団体や回収方法など、詳しくはお問い合わせください。

紙類や缶類に
奨励金

対象品目 奨励金額

紙類 紙パック／新聞紙・チラシ／
ダンボール／本・雑誌・雑紙 10円／ kg

飲料用アルミ缶 100 円／ kg
飲料用スチール缶 5円／ kg

ク
リ
ー
ン
推
進
課
　
☎
８
８
９
・
３
５
６
７

＊
資
源
化
物
と
は
・
・
紙
、
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
布
、
草
木 禁止

アルコール依存症について～病気の理解～
精神科医 稲冨仁先生による講話、
当事者と家族の体験談など
　日時 11月30日（木） 13時～15時
　※前日までに電話で要予約
　場所 市保健所3階大会議室

アルコール関連問題啓発パネル展
　日時 11月24日（金）～12月1日（金）
　場所 那覇市役所1階ロビー

資＊

源
化
物
の
無
断
持
ち
去
り

罰
則
金
を
５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
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伝
統
文
化
の
継
承
と

　
　市
民
の
芸
術
活
動
の
拠
点
に

ガラス張りで外と一体感のある共用ロビーは、スージグヮー
（路地）をイメージした通路につながります。那覇のスージ
グヮーはいつの時代もワクワクがいっぱい

客席が３階まである「大ホール」は約 1,600 席を備え、様々
な演目に対応可能

施
設
設
計
者
選
定
の
公
開
プ
ロ
ー
ポ
ー

ザ
ル
で
は
約
３
５
０
人
の
市
民
の
み
な

さ
ん
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
パ

レ
ッ
ト
市
民
劇
場
）
☆
感
謝

　
新
た
な
拠
点
施
設
は
、
文
化
芸
術

を
通
し
て
、人
や
ま
ち
を
元
気
に
し
、

魅
力
あ
る
那
覇
市
を
形
成
す
る
拠
点

と
し
て
、
久
茂
地
小
学
校
跡
地
へ
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
市
民
会
館

の
機
能
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
伝

統
文
化
の
継
承
・
発
展
及
び
新
た
な

文
化
芸
術
を
創
造
・
育
成
し
、
市
内

外
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

文
化
芸
術
が
持
つ
多
彩
な
力
を
教
育

や
福
祉
、
観
光
や
経
済
、
国
際
交
流

な
ど
の
様
々
な
分
野
へ
波
及
さ
せ
る

市
の
新
た
な
文
化
施
策
を
実
践
す
る

中
核
施
設
と
し
て
、
憩
い
と
交
流
の

場
と
し
て
、
多
く
の
市
民
が
気
軽
に

訪
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
拠
点
施
設
が
、市
民・

県
民
の
中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
機
会

を
増
や
し
、
地
域
、
市
民
、
県
民
お

よ
び
観
光
客
の
憩
い
と
交
流
の
場
と

な
る
こ
と
で
、
多
く
の
出
会
い
、
ふ

れ
あ
い
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
、
市

お
よ
び
沖
縄
の
振
興
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
ホ
ー
ル
は
、
質
の
高
い
文
化
芸

術
公
演
の
鑑
賞
と
市
民
の
文
化
芸
術

活
動
の
発
表
や
学
習
の
場
と
な
り
ま

す
。
琉
球
伝
統
芸
能
を
は
じ
め
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
演
目
に
対
応
可
能
な
充
実
し
た
設

備
を
備
え
ま
す
。
客
席
は
１
６
０
０

席
を
予
定
。
上
演
前
や
休
憩
時
間
に

利
用
で
き
る
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
２

階
に
設
置
し
、
主
催
者
の
判
断
で
利

用
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
小
ホ
ー
ル
は
、
舞
台
と
客
席
の
一

体
感
を
感
じ
ら
れ
る
場
と
し
て
、
台

詞
劇
や
細
か
な
動
き
を
伝
え
る
ダ
ン

ス
、
小
編
成
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多

彩
な
表
現
活
動
の
場
と
な
り
ま
す
。

客
席
は
３
０
０
席
で
す
が
、
一
部
を

可
動
式
の
客
席
と
す
る
こ
と
で
、
平

土
間
と
し
て
利
用
で
き
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
催
し
物
の
開
催
、
作
品

展
示
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
多

く
の
市
民
が
「
ハ
レ
の
場
」
に
立
ち

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
「
誰
も

が
主
役
に
な
れ
る
憧
れ
の
舞
台
」
を

目
指
し
ま
す
。

　
特
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

声
が
多
か
っ
た
練
習
室
は
、
い
ろ
ん

な
用
途
に
使
え
る
大
小
６
つ
を
備
え

ま
す
。
大
練
習
室
は
、
大
ホ
ー
ル
で

行
う
公
演
の
実
寸
で
リ
ハ
ー
サ
ル
が

で
き
る
ほ
か
、
小
規
模
の
公
演
も
で

き
る
よ
う
照
明
や
音
響
設
備
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。

　
１
階
の
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、

練
習
室
の
中
心
に
は
、
大
き
な
共
用

ロ
ビ
ー
を
配
置
し
、
開
館
中
は
自
由

に
出
入
り
が
で
き
、
通
り
抜
け
る
こ

と
も
で
き
る
計
画
に
し
ま
し
た
。
日

常
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
空

間
を
設
け
、
ラ
ン
チ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
成
果
発
表

の
場
の
ほ
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

独
自
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
場
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
国
際
通
り

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
連
動
し
た

催
し
も
期
待
で
き
ま
す
。
文
化
芸
術

の
愛
好
家
だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民

が
気
軽
に
訪
れ
、
自
由
に
過
ご
せ
る

憩
い
と
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、展
示・情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
文
化
芸
術
活
動
の
成
果
展
示
や
観

光
客
へ
の
文
化
芸
術
情
報
を
発
信
す

る
機
能
も
設
け
ま
す
。

　
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
文
化
芸
術
団
体
、
身

障
者
団
体
、
舞
台
技
術
者
の
み
な
さ

ん
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
沖
縄
な
ら

で
は
の
使
い
方
に
も
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
施
設
を
利
用
す
る
多
く
の
み

な
さ
ん
に
安
全
安
心
に
使
え
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
施
設
を
支
え

る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
機
能
の
充
実
に
も

配
慮
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
、「
新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施

設
」
に
つ
い
て
、
理
解
い
た
だ
く
た

め
、
城
間
市
長
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
説
明
会
を
市
内
４
つ
の
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
本
庁
地
区
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
説
明
会
）

11
月
13
日
（
月
）
18
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　
19
時
00
分
開
演

　
　
場
所
　
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場

②
真
和
志
地
区
（
説
明
会
）

11
月
17
日
（
金
）
18
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　
19
時
00
分
開
演

　
　
　
　
場
所
　
那
覇
市
保
健
所

③
小
禄
地
区
（
説
明
会
）

11
月
20
日
（
月
）
18
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　
19
時
00
分
開
演

　
　
　
　
場
所
　
小
禄
南
公
民
館

④
首
里
地
区
（
説
明
会
）

11
月
27
日
（
月
）
18
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　
19
時
00
分
開
演

　
　
　
　
　
場
所
　
首
里
公
民
館

施
設
コ
ン
セ
プ
ト

施
設
概
要

那
覇
市
新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
説
明
会
の
日
程

い
に
し
え
の
琉
球
王
国
時
代
よ
り

「
芸
能
の
島
」
と
よ
ば
れ
る
沖
縄
。

そ
の
時
代
に
花
ひ
ら
い
た

数
々
の
歌
や
踊
り
で

海
外
の
人
々
を
も
て
な
し

多
様
な
文
化
を
受
け
入
れ

互
い
に
尊
重
し
な
が
ら

他
県
と
は
異
な
る
独
自
の
伝
統

文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

多
様
性
と
創
造
性
を
兼
ね

そ
な
え
た
先
人
達
。
彼
ら
が
築
い
て

き
た
歴
史
文
化
は
、
私
た
ち
市
民

ひ
と
り
一
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
愛
着

と
誇
り
を
も
っ
て
継
承
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

平
成
33
（
２
０
２
１
）
年
に

那
覇
市
は
、
市
制
施
行
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
た
な

文
化
芸
術
の
創
造
・
発
信
拠
点
と
な
る
施
設
を

久
茂
地
小
学
校
跡
地
に
建
設
し
ま
す
。

新
た
な
１
０
０
年
を
見
据
え
、

先
人
が
育
み
受
け
継
い
で
き
た
、
歴
史

文
化
を
継
承
し
、
だ
れ
も
が
創
造
性
を

発
揮
で
き
る
文
化
都
市
・
那
覇
を

築
い
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

新文化芸術発信拠点施設
（新市民会館）

文
化
振
興
課
　
☎
９
１
７
・
２
３
９
５

申
込
不
要
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事
業
説
明
会
の
ほ
か
、
市
民
や
文

化
関
係
の
利
用
団
体
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
を
対
象
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
を
延
べ
17
回
開
催
し
、
延
べ
約

６
８
０
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
他
、
基
本
設
計
を
行
う
設
計

者
選
定
に
あ
た
っ
て
も
、
公
開
で

行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場
が
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
設

計
の
２
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

延
べ
３
０
０
名
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
久
茂
地

小
学
校
跡
地
か
ら
、
県
庁
前
駅
ま
で

歩
き
、周
辺
環
境
を
確
認
し
な
が
ら
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
共
有
し

た
り
、
来
場
者
の
動
線
、
将
来
的
な

維
持
管
理
を
含
め
た
使
い
方
を
考
え

た
り
し
ま
し
た
。

ご
意
見
に
は
、
女
子
ト
イ
レ
の
増

設
や
機
材
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
の
搬
入

口
が
使
い
に
く
い
、
ま
た
道
路
に
面

し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
練
習
場
は
、
非

公
開
で
公
演
を
作
り
込
む
場
合
は
適

さ
な
い
な
ど
、
舞
台
技
術
者
や
利
用

者
の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

を
い
た
だ
き
、
基
本
設
計
に
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
久
茂
地
小
学
校
跡
地

に
決
定
し
た
の
？

新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
の
建

設
地
は
、
市
が
利
用
で
き
る
３
つ
の

候
補
地
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

候
補
に
な
っ
た
の
は
、
①
久
茂
地

小
学
校
跡
地
、
②
現
市
民
会
館
所
在

地
、
③
新
都
心
仮
庁
舎
跡
地
で
す
。

選
定
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
交
通
利
用
の
推
進
、
経
済

等
へ
波
及
効
果
と
い
っ
た
「
ま
ち
づ

く
り
」、「
土
地
利
用
」、「
住
民
利
便

性
・
影
響
等
」
を
中
心
に
検
討
を
進

め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
久
茂
地
小

学
校
跡
地
が
最
も
適
し
て
い
る
と
し

て
、
平
成
25
年
８
月
に
建
設
地
に
決

定
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
考
え

た
場
合
、
市
内
ど
の
地
域
に
施
設
が

建
設
さ
れ
た
と
し
て
も
一
時
的
な
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
劇
場
や
ホ
ー

ル
が
あ
る
施
設
は
、
一
般
の
商
業
施

設
な
ど
と
は
異
な
り
、
公
演
の
開
始

時
間
、
終
了
時
間
に
あ
わ
せ
て
来
場

者
の
出
入
り
が
短
時
間
に
集
中
す
る

か
ら
で
す
。
結
局
、
自
動
車
に
よ
る

来
場
を
前
提
に
し
て
し
ま
う
と
、
周

辺
道
路
の
渋
滞
に
よ
り
、
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
仮
に
大
規
模
な
駐
車
場
を
整

備
し
た
と
し
て
も
簡
単
に
は
避
け
ら

れ
な
い
問
題
で
す
。
公
共
交
通
を

使
っ
て
来
場
す
る
こ
と
で
、
周
辺
地

域
の
交
通
渋
滞
も
緩
和
さ
れ
ま
す
。

久
茂
地
地
域
は
、
県
内
で
も
公
共
交

通
の
利
便
性
の
高
い
地
域
で
あ
り
、

最
も
適
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
が

便
利
な
理
由
は
？

新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
建
設

地
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
県
庁
前
駅
や

美
栄
橋
駅
か
ら
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル

の
距
離
に
あ
り
、
徒
歩
７
～
８
分
程

度
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所
で
す
。

ま
た
、
約
１
０
０
系
統
の
路
線

バ
ス
が
利
用
で
き
、
平
日
で
約

２
３
０
０
便
、
土
日
祝
日
で
も
約

１
９
０
０
便
の
バ
ス
が
運
行
し
、
県

内
で
も
公
共
交
通
の
利
便
性
の
高
い

地
域
で
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
に
関
し
て

は
、
現
在
、
浦
添
市
ま
で
の
延
長
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
最
終
駅
の
「
て

だ
こ
浦
西
駅
」
に
は
沖
縄
自
動
車
道

と
結
節
と
し
、
モ
ノ
レ
ー
ル
と
ス

ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぎ
が
で
き
る
た
め

の
、
１
０
０
０
台
規
模
の
パ＊

ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
設
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
開

業
後
に
は
、
中
北
部
か
ら
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
利
用
し
、
モ

ノ
レ
ー
ル
で
新
文
化
芸
術
発
信
拠
点

施
設
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
運
行
ダ
イ
ヤ

に
つ
い
て
も
、
延
長
に
あ
わ
せ
て
増

便
す
る
予
定
で
、
現
在
よ
り
も
便
利

に
な
り
ま
す
。

公
共
交
通
を
利
用
し
て
新
文
化
芸

術
発
信
拠
点
施
設
を
訪
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
施
設
利
用
の
前
後
に
ま
ち
中

を
散
策
し
な
が
ら
、
周
辺
の
お
店
な

ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
中
心
市
街
地

の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
建
設
と

　
久
茂
地
・
牧
志
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
～
み
な
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
～

市
の
都
市
計
画
で
は
、
久
茂
地
・

牧
志
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
国

際
・
商
業
・
観
光
都
心
を
形
づ
く
る

こ
と
を
将
来
像
に
か
か
げ
て
い
る
一

方
で
、
慢
性
的
な
渋
滞
が
課
題
と
し

て
、
交
通
環
境
の
改
善
と
良
好
な
歩

行
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
方
針
に

か
か
げ
て
き
ま
し
た
。

久
茂
地
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
っ

て
、
周
辺
環
境
の
変
化
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
文
教
地
区
が
解
除

さ
れ
る
こ
と
で
風
俗
営
業
の
制
限
が

緩
和
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
な
環
境
を
守
る
た
め
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
27
年
６
月
か
ら
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
勉
強
会
な
ど
を
重
ね
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
住
民
や
事
業
所

の
方
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め

ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
の

方
針
と
し
て
か
か
げ
て
き
た
一
銀
通

り
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
、
新
文

化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
整
備
を
き
っ

か
け
に
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
緩

和
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
施
設
が
面
す
る

一
銀
通
り
の
交
差
点
改
良
や
歩
道
を

広
げ
、
病
院
通
り
に
つ
い
て
も
、
歩

行
者
が
歩
き
や
す
く
な
る
よ
う
歩
道

の
改
良
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
、
ク
ル
マ
に
頼
り
過
ぎ
な
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
こ
の
久
茂
地
・

牧
志
地
域
か
ら
発
信
し
て
い
き
ま

す
。一

銀
通
り
が
渋
滞

す
る
の
は
な
ぜ
？

一
銀
通
り
に
限
ら
ず
市
内
で
は
、

朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
や
夕
方
の
帰

宅
時
間
帯
に
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
銀
通
り
の

久
茂
地
橋
交
差
点
や
松
尾
交
差
点
で

は
、
右
折
車
や
左
折
車
に
よ
り
直
進

車
が
通
行
で
き
な
い
な
ど
の
原
因
も

あ
り
、
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

渋
滞
は
改
善
で
き
る
の
？

久
茂
地
橋
交
差
点
を
改
善
す
る
に

は
、
ま
ず
久
茂
地
橋
を
１
つ
の
大
き

な
交
差
点
と
す
る
こ
と
で
、
橋
上
部

で
の
滞
留
を
な
く
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
一
銀
通
り
に
十
分
な
「
右
折
帯
」

を
設
け
る
こ
と
で
交
通
渋
滞
を
緩
和

す
る
計
画
で
す
。
信
号
に
つ
い
て
も

「
右
折
矢
印
信
号
」
を
設
置
し
、
安
全

に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
右
折
帯

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
銀

通
り
の
拡
幅
整
備
と
あ
わ
せ
て
変
更

予
定
で
す
。

松
尾
交
差
点
も
、
右
折
帯
を
設
け

る
改
良
を
行
い
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て

一
銀
通
り
と
ニ
ュ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
通

り
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
す
る
予
定
で
、

沖
映
通
り
向
け
の
交
通
を
分
散
し
、

交
通
渋
滞
を
改
善
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、
那
覇
市
民
会
館
は
休
館
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
文
化
芸
術
活
動

の
発
表
の
場
や
鑑
賞
の
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
多
く
の
中
学
校
の
合

唱
や
吹
奏
楽
大
会
、
高
校
の
芸
能
鑑

賞
会
、
修
学
旅
行
生
の
平
和
講
演
な

ど
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
公
演

な
ど
が
市
民
会
館
で
開
催
で
き
ず
、

文
化
お
よ
び
教
育
の
面
で
早
急
に
新

た
な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
の
振
興
に
大

い
に
資
す
る
施
設
と
し
て
、
平
成
24

年
度
の
事
業
開
始
以
降
、「
基
本
構

想
」
か
ら
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
「
実
施
設
計
」
な
ど
に
つ
い
て

も
、
議
会
の
承
認
を
得
て
「
沖
縄
振

興
特
別
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
て

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
次
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
建
設
工
事
を

行
い
、平
成
33
年
度
に
開
館
し
ま
す
。

こ
の
交
付
金
は
、
平
成
33
年
度
が
最

終
年
度
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
年

度
の
開
館
を
め
ざ
し
計
画
を
進
め
て

お
り
、
交
付
金
が
最
大
限
に
活
用
で

き
ま
す
。

事
業
を
中
止
し
た
り
、
場
所
を
見

直
し
た
り
し
た
場
合
、
基
本
計
画
か

ら
改
め
て
行
う
た
め
、
場
所
の
選
定

の
作
業
も
含
め
て
、
完
成
ま
で
に
７

年
か
ら
８
年
の
期
間
が
か
か
り
ま

す
。
文
化
活
動
の
停
滞
、
教
育
の
面

で
の
影
響
が
大
き
く
な
る
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、「
沖
縄
振
興
特
別

推
進
交
付
金
」
の
期
間
外
と
な
る
こ

と
か
ら
、
市
の
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
に
よ
る
財
政
負
担
が
莫
大
な
も
の

に
な
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
活
用
し

て
き
た
「
交
付
金
」
の
返
還
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

ど
れ
く
ら
い
の

費
用
が
か
か
る
の
？

こ
の
事
業
の
今
ま
で
に
か
か
っ
た

予
算
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
予
算
と
し
て
、
約

10
億
９
千
万
円
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
整
備
に
か
か
る
予
算

は
、
現
時
点
の
概
算
で
、
平
成
30
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
で
、
約

１
２
７
億
９
千
万
円
で
す
。
総
事
業

費
は
概
算
で
、
約
１
３
８
億
８
千
万

円
と
な
り
、
主
な
も
の
は
、
建
設
費

が
約
１
０
８
億
円
、
敷
地
拡
大
に
か

か
る
費
用
と
し
て
約
11
億
７
千
万
円

で
す
。
ま
た
、
予
算
の
配
分
、
市
の

持
ち
出
し
額
に
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
予
算
は
、
事

業
費
約
10
億
９
千
万
円
、
そ
の
財
源

の
内
訳
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
見
込
み
額
、約
８
億
２
千
万
円
、

地
方
債
約
１
億
６
千
万
円
、
一
般
財

源
約
１
億
１
千
万
円
。
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
で
、概
算
で
、

事
業
費
約
１
２
７
億
９
千
万
円
、
そ

の
財
源
の
内
訳
と
し
て
、
沖
縄
振
興

特
別
推
進
交
付
金
見
込
み
額
、
約

99
億
円
、
地
方
債
約
２
４
億
円
、
一

般
財
源
約
４
億
９
千
万
円
に
な
り
ま

す
。現

市
民
会
館
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

開
館
か
ら
47
年
以
上
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
特
に
、
建

物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
が
著
し

く
、
場
所
に
よ
っ
て
は
部
分
的
に
剥

離
し
、
落
下
す
る
と
い
う
状
況
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
確
認
す

る
た
め
に
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た

結
果
、
耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
り
、

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
建

物
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
の

診
断
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
10
月

13
日
よ
り
休
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
現
那
覇
市
民
会
館
は
建
築

物
と
し
て
の
歴
史
的
価
値
が
評
価
さ

れ
、
建
物
の
保
存
を
求
め
る
声
が
あ

り
ま
す
。

今
後
は
、
建
物
を
利
活
用
し
な
が

ら
の
保
存
が
可
能
か
、
あ
る
い
は

解
体
し
て
新
た
な
施
設
を
建
設
す
べ

き
か
を
決
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
利
活
用
に
必
要
な
費
用
は
、
概

算
で
約
31
億
円
と
な
り
、
内
部
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
る
と
更
に
費
用

が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
本
市

で
は
、
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

有
識
者
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
予
定
で
す
。

久
茂
地
・
牧
志
の
ま
ち
は

ど
う
な
る
の
？

説
明
会
の
状
況
は

ど
う
だ
っ
た
の
？

事
業
を
中
止
し
た
ら

ど
う
な
る
の
？

■
久
茂
地
橋
交
差
点
改
良
の
ポ
イ
ン
ト
①

〜
十
分
な
右
折
帯
の
設
置
〜

■
久
茂
地
橋
交
差
点
改
良
の
ポ
イ
ン
ト
②

〜
信
号
交
差
点
の
集
約
〜

■
松
尾
交
差
点
改
良
の
ポ
イ
ン
ト

＊
自
宅
か
ら
自
家
用
車
で
最
寄
の
駅
や
バ
ス
停

ま
で
ア
ク
セ
ス
し
、
近
接
し
た
駐
車
場
に
車
を

駐
車
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
や
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
に
乗
り
換
え
て
目
的
地
へ
移
動
す
る
こ
と

拡幅整備後の一銀通りのイメージ

歩道を拡幅し、歩行者が歩きやすい歩行者空間を確保します

交差点改良を行うことで、交通混雑の緩和を図ります

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地
域
で
大

切
に
し
た
い
も
の
に
つ
い
て
討
議
し
た
結

果
、「
利
便
性
」「
緑
ヶ
丘
公
園
」「
ま
ち
の

潤
い
」「
地
域
の
伝
統
」「
地
域
の
き
ず
な
・

交
流
」
の
５
つ
が
整
理
さ
れ
ま
し
た

◆
ま
ち
づ
く
り

　
　

交
通
環
境
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
課

　
　
　
　

☎
９
５
１
・
３
２
４
６

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
１
・
３
２
４
５

◆
新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設

　
　
　

現
市
民
会
館
に
つ
い
て

　

文
化
振
興
課

　
　
　
　

☎
９
１
７
・
２
３
９
５　

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
１
７
・
５
０
９
２
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沖縄の演劇が熱い！

　
３
年
に
一
度
異
動
す
る
役
所
の
担
当
者

は
、
た
ま
た
ま
熱
意
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
何
も
知
ら
な
い
興
味
も
無
い
人
に
変

わ
り
、
ま
た
一
か
ら
文
化
芸
術
・
伝
統
芸

能
の
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

苦
労
が
あ
る
。
理
解
さ
れ
ず
、
現
場
の
意

見
と
違
っ
た
も
の
が
作
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。
ど
ん
な
に
立
派
な
ホ
ー
ル
を
建
て
て

も
魅
力
的
な
企
画
、
公
演
が
な
け
れ
ば
、

人
は
集
ま
ら
な
い
。
巨
大
空
き
店
舗
に
な

ら
な
い
よ
う
県
内
の
実
演
家
を
核
と
し
た

平
等
な
運
営
と
、

ル
ー
ル
に
縛
ら

れ
な
い
自
由
度

の
高
い
施
設
で

あ
れ
ば
、
魅
力
的

な
実
演
家
は
訪

れ
て
く
る
。
担

当
者
は
広
く
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
、

那
覇
ら
し
い
施

設
と
は
何
か
真

剣
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

　
と
に
か
く
演
者
の
み
な
さ
ん

か
ら
「
使
い
や
す
い
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
。
こ
こ
で
新
し
い

舞
台
を
創
造
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
も
穴
を

あ
け
て
も
、
ど
う
使
っ
て
も
良

い
。
最
近
、
若
い
演
者
が
増
え

た
お
か
げ
で
、
自
分
の
練
習
場

所
が
無
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る

（
笑
）
新
市
民
会
館
は
、
そ
ん

な
施
設
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
期

待
す
る
。
練
習
開
始
は
夜
９
時

が
ほ
と
ん
ど
。
深
夜
ま
で
は
当

た
り
前
だ
か
ら
ね
。

西
平
　
国
際
通
り
周
辺
に
は
歩

い
て
行
け
る
距
離
に
劇
場
が

い
く
つ
も
あ
る
。
パ
レ
ッ
ト

や
テ
ン
ブ
ス
、
タ
イ
ム
ス
、

新
報
、
そ
し
て
市
民
会
館
が

完
成
し
た
ら
、沖
縄
の
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
で
す
。
そ
う
な
る

と
、
い
ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
新
市
民
会
館
が
久
茂
地
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
、

そ
こ
に
行
け
ば
楽
し
い
こ
と

が
あ
る
、
そ
の
一
つ
に
劇
場

が
あ
り
、
何
か
や
っ
て
い
る

か
ら
出
か
け
よ
う
っ
て
。
素

敵
な
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
も
多

い
場
所
な
の
で
、一
体
と
な
っ

て
楽
し
い
エ
リ
ア
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
は
無
目
的

ホ
ー
ル
と
、
公
共
施
設
が
よ

く
批
判
さ
れ
る
言
葉
。
ど
ん

な
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
の
、
専

門
的
な
実
演
に
は
向
か
な
い

ホ
ー
ル
と
い
う
こ
と
。
何
で

も
ダ
メ
ダ
メ
と
注
意
し
、
使

う
側
の
視
点
軽
視
し
た
管
理
・

運
営
で
は
、
ど
ん
ど
ん
活
用

さ
れ
な
く
な
る
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
っ
て
も
、

　
魅
力
あ
る
施
設
は
、
や
は

り
人
だ
と
思
う
。
テ
ン
ブ
ス

ホ
ー
ル
や
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇

場
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
表
現
者
に
寄
り
添
っ
て
、

一
緒
に
考
え
、
差
別
す
る
こ
と

な
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

そ
れ
が
良
い
施
設
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

芸
術
に
関
す
る
補
助
金
に
つ

い
て
、
遅
れ
て
情
報
が
伝
わ

る
こ
と
が
多
い
。
公
的
な
も

Theater TEN Company
シアターテンカンパニー

劇艶おとな団

劇団 O.Z.E
（オリジン・コーポレーション）

2001 年旗揚げ。安里在のアトリエ『シアター
テン』を拠点に活動。劇団としては、小劇場
演劇作品から、音楽劇、子供ミュージカル、
高校演劇、琉球舞踊やウチナー芝居など、幅
広いジャンルの作劇を行っているが、創作だ
けではなく企画、制作のプロ集団としても活
動している。また、後進育成の俳優教育も積
極的に行っている。

2011 年に旗揚げ。沖縄にこだわった
作品創りを心掛け、近年では「九人の
迷える沖縄人」、「いっとーばい～逃げ
た知事泉守紀～」などがある。「おと
なが夢を見、実現できなくちゃ、子ど
もと夢を語れない」をキャッチフレー
ズに、2017 年よりアトリエ銘苅ベー
スを拠点に活動中。

1999 年 1 月真栄平仁（ひーぷー）を
頭に当初 3 人で結成。従来の「演劇」
のスタイルにこだわらず見に来てくれ
るお客さんのエネルギーとなる刺激的
で生き生きとした演劇に挑戦。近年は
高校生部門の「劇団 H2O」や夢を諦
めない大人達の「劇団 OOC」も結成。
港町を活動拠点とし、テンブスホール、
パレット久茂地などで上演。

1996 年、大学在学中から演劇をはじめ、
劇団コヨーテピストルの看板俳優として活
躍。郷土沖縄にこだわりつつ、県外の作品
も意欲的に挑戦。わが街の小劇場のアトリ
エ公演のプロデュース作品を演出し、圧倒
的な世界観をつきつける。

2009 年に創作ミュージカル団体パフォ
部を結成。2012 年に 1 年間ニューヨー
ク留学し、HBstudio で演技、ムーブメ
ント、ヴォーカルを学ぶ。帰国後、沖縄
におけるミュージカルの発展をめざし、
2013 年にオープンし、2017 年 6 月よ
り電波堂劇場を拠点に県内唯一のミュー
ジカル専門家として活動中。

旧「studio 紀々」から昨年電波
堂劇場へ。建物にも運営側にも
無理のない安全・安心にレトロ
空間を活用できるカタチを模索
中。現在、演劇などの稽古、ピ
アノの練習、リハーサル、講習
会、合唱、ワークショップなど
で活用されている。

紀
々
　
地
元
の
人
が
心
躍
る
場

所
と
し
て
、「
久
茂
地
に
行
こ

う
」
と
い
う
街
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
は
老
舗
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
、
歩
い
て
楽
し
み
を
発
見

で
き
る
場
所
で
す
。

　
　
こ
ち
ら
の
空
間
は
40
年
余

の
歴
史
が
あ
り
「
街
か
ど
に

音
楽
を
あ
ふ
れ
さ
せ
よ
う
」

と
祖
父
が
残
し
た
場
所
で
す
。

古
く
な
り
、
閉
じ
る
こ
と
も

考
え
、
悩
み
ま
し
た
が
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
練

習
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
練
習

場
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

ひ
と
先
ず
新
市
民
会
館
の

オ
ー
プ
ン
ま
で
、
み
な
さ
ん

の
活
動
を
応
援
し
、
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

那
覇
市
に
今
後
１
０
０
年
続

く
文
化
芸
術
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て

県
内
外
の
実
演
家
に
強
い
パ

イ
プ
の
あ
る
、
ア
ー
ツ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
迎
え
る
こ
と

を
本
気
で
考
え
て
も
ら
い
た

い
。
思
い
切
っ
た
大
胆
な
発
想

で
今
後
の
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
期
待
す
る
。

の
か
ら
民
間
の
情
報
を
集
約

し
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た

は
実
演
家
向
け
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

メ
ー
ル
で
情
報
を
発
信
す
る

仕
組
み
を
考
え
て
も
ら
い
た

い
。
補
助
金
を
使
う
、
使
わ

な
い
は
別
と
し
て
、
寄
り
添
っ

た
支
援
は
、
表
現
者
に
と
っ

て
創
造
に
つ
な
が
る
。
互
い

に
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

田原雅之
Theater　TEN　Company　代表

福永武史
わが街の小劇場　主宰

西平士郎
スタジオパフォ　主宰 当山彰一

劇艶おとな団　主宰

永田健作
オリジン・コーポレーション所属

俳優兼マネージャー

紀々
哲楽家・電波堂劇場オーナー

　
訪
れ
た
劇
場
で
配
ら
れ
る
、
た
く

さ
ん
の
上
演
予
定
の
チ
ラ
シ
。
カ
レ

ン
ダ
ー
を
見
く
ら
べ
、
ど
の
作
品
を

観
よ
う
か
と
悩
ま
し
い
ほ
ど
多
く
の

作
品
が
毎
週
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
劇
団
が
次
々
と
結
成
さ
れ
、

多
く
の
俳
優
が
県
内
で
盛
ん
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
俳
優
の
み
な

さ
ん
を
支
え
る
の
は
夜
遅
く
ま
で
解

放
し
て
い
る
稽
古
場
。
仕
事
が
終
わ

る
時
間
か
ら
練
習
が
始
ま
り
、
深
夜

ま
で
続
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
「
ア
ト

リ
エ
公
演
」
も
行
わ
れ
、
間
近
に
俳

優
の
演
技
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

演
劇
の
醍
醐
味
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
沖
縄
の
熱
い
演
劇
に
注
目

が
集
ま
る
な
か
、
市
内
の
ア
ト
リ
エ

を
拠
点
に
活
動
す
る
み
な
さ
ん
に
、

新
市
民
会
館
に
つ
い
て
、自
由
に
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

新文化芸術発信拠点施設について語る

お
忙
し
い
な
か
取
材
に
ご

協
力
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
秘
書
広
報
課

　
☎
８
６
２・９
９
４
２
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健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
　
　
こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
な
ど
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

■問
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那
覇

■日
平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）
15
時
〜
17
時

■費
３
千
円
（
１
人
）

■申
11
月
14
日
（
火
）
開
始

※
12
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
込
み
の
方
は
、

参
加
者
名
簿
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。

■問
那
覇
市
新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
総
務
課
内
）
☎
８
６
２・９
９
１
１

■対
健
康
診
査
▼
20
〜
39
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
／
特
定
健
康
診
査
▼
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者

※
国
保
証（
受
診
券
付
）
１
枚
で
受
診
で
き
ま
す
。

■期
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

《
実
施
医
療
機
関
》

個
別
健
診
▼
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関

集
団
健
診
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
は
、３
月
に
送
付
し

て
い
る「
医
療
機
関
一
覧
表
」ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
特
定
健
診
課
☎
８
６
２・０
５
６
４

■日
毎
週
火
曜
の
９
時
〜
15
時

　
11
月
の
日
程
／
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

■場
市
保
健
所
１
階
　

■内
身
体
測
定
、
血
液・尿
検
査
、
保
健・栄
養
指
導
　

■対
職
場
や
地
域
で
健
診
の
機
会
が
な
い
、20
代
〜

30
代
の
市
民（
国
保
加
入
者
は
特
定
健
診
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■費
無
料
　
■申
電
話
予
約

■問
保
健
所
　
健
康
増
進
課
☎
８
５
３・７
９
６
１

InformationInformation

那覇市公式
Facebook

スマホなどで見られる広報紙

Androidの場合iphone、ipadの場合

お
知
ら
せ

　国
保
集
団
健
診
・
ま
ち
か
ど
健
診

20
〜
30
代
の
た
め
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

平
成
30
年
那
覇
市
新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
の

ご
案
内

11
月
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

集団健診・まちかど健診の日程
健診日時 予約受付期間 会場 健診項目 定員 予約受付先

まちかど
健診

11月30日
（木）

13時～15
時半

11月1日（水）
～

定員に達し
次第終了

本庁1階
（市民会議室）

特定健診、
乳がん

（マンモ）

特定健診
（４０人）

マンモ
（20人）

特定健診課
☎862-0564
平日8時半～12時／
13時～17時15分

集団健診

11月26日
（日）

8時半～
10時

11月6日（月）
～

11月8日（水）

市職員
厚生会館

（おもろまち）

特定健診、
大腸、胃、

肺、子宮頸、
乳がん検診

健診項目
によって異
なりますの
で、予約の
際にご確認
ください。

沖縄県健康づくり財団
☎889-6452
平日8時半～12時／
13時～16時12月16日

（土）
8時半

～10時

11月27日（月）
～

11月29日（水）

セルラースタジ
アム会議室
（奥武山）

特定健診、
大腸、胃、

肺がん検診

 健

康づくりポイント

 健

康づくりポイント

~

森の家みんみん
タイトル 日時 内容 定員 費用

空と森の
おさんぽ

11月4日(土)
10時～１2時

空と森から、末吉公園の季節
を楽しむイベントです。

15人
１人300円

(保険料含む)

安謝川クリーン
アップ大作戦

11月11日(土)　　　
10時～12時

川・滝の清掃ボランティアで
す。
きもちいいです。

なし 無料

ネイチャーゲーム
しましょ!

11月18日(土)　　　　
10時～12時

五感で那覇の森と季節を感じ
ましょう。

15人
１人300円

(保険料含む)

親子で
森の遠足

11月26日（日）
9時半～12時

ガイドの解説で那覇の森を楽
しむ企画です。

15人
１人300円

(保険料含む)

集合場所：森の家みんみん　HP：http://minminmin.sunnyday.jp

なは女性センター
なは市民協働プラザ1階（旧銘苅庁舎）

［受付時間］9:00～18:00 火曜日休み
☎882-3195 FAX882-3196

【利用時間】月～金 9時～21時 土 9時～17時
【休館日】日曜・祝日・慰霊の日（6/23）・12/29～1/3　☎951-3203 FAX951-3204

①｢ちがいを認め、つながり合う社会に向けて｣
　～伊是名夏子さんの経験から～
講師：伊是名夏子（コラムニスト）
■日 11月８日(水)1９時～20時半　■定 ５０人(事前申込先着順)
＊一時保育(２歳児以上未就学児)、手話通訳をご希望の方は、11月2日（木）17時まで。

②レインボー講座 第２弾「パートナーシップ登録ってなんだろう」
　～ふたりと社会をつなぐために～
講師：谷口洋幸（高岡法科大学教授）
■日 11月25日(土)13時～１４時半　■定 ５０人(事前申込先着順)

●レインボー法律相談会
講座終了後、性的マイノリティに関する法律相談会を予定しています。

（家族・友人、雇用等についての相談も可）詳細はお問い合わせください。
■時 15時～17時　主催：那覇市・琉球大学法科大学院

相談室｢ダイヤルうない｣　TEL098-861-7515
相談受付時間 ： 月～土　９時～12時／13時～17時　●電話相談 ●面接相談（女性のみ） ●法律相談（予約制） ●性の多様性に関する相談

③第1回法律入門講座　「離婚」に関する法律基礎知識
講師：野崎聖子（弁護士・うむやす法律会計事務所）
■日 11月２９日(水)１９時～20時半　■定 ５０人(事前申込先着順）
※一時保育(２歳児以上未就学児)・手話通訳をご希望の方は１１月２1日(火)１７時まで。

④「沖縄とどうかかわるのか」～在京メデイアで働く記者として～
講師：佐藤直子（東京新聞（中日新聞東京本社）論説委員兼編集委員）
■日12月2日(土)１４時～１６時　■定 50人(事前申込先着順)
※一時保育(２歳児以上未就学児)・手話通訳をご希望の方は１１月２4日(金)１７時まで。

⑤第18回　レインボー交流会
　テーマ「セクシュアリティってなんだろう」
性の多様性について語り合いたい方のための交流会です。
■日 11月14日（火）19時～20時半　■■対 性の多様性を尊重する方
■定 なし（申込み不要。途中退室可）どなたでもご参加いただけます。

通知時期 受診可能
な期間 健診日および受付時間

乳
児
健
診

前
期 ３か月頃 ６か月未

満まで
12日（日）・19日（日）・26日（日） 
13時～15時  

後
期 ９か月頃 １歳未満

まで
12日（日）・19日（日）・26日（（日）
9時～10時45分 

１歳６
か月児
健診

１歳
８か月頃

２歳未満
まで

2日（木）・9日（木）・16日（木）・
30日（木）13時～14時半

３歳児
健診

３歳
６か月頃

４歳未満
まで

7日（火）・14日（火）・21日（火）・
28日（火）  
13時～14時半 

※お子さんの健診時期に個別通知を行っています
   （年間予定はホームページに掲載）
■場 市保健センター
■問 保健所 地域保健課  ☎８５３-７９６２

全
35
講
座

市
の
中
心
市
街
地
商
店
街
（
マ
チ
グ
ヮ
ー
）

エ
リ
ア
の
19
事
業
者

で
、「
き
れ
い
」「
健

康
」「
つ
く
る
」「
ま

な
ぶ
」
の
４
種
、
合

計
35
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
講
座
内
容
は

チ
ラ
シ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
チ
ラ
シ
配
布
場
所

本
庁
１
階
総
合
案
内

／
本
庁
６
階
な
は
ま

ち
な
か
振
興
課
／
各

支
所
／
各
公
民
館
・

図
書
館

◆
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
材
料
費
・
保
険
料

が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

開
催
期
間
　
11
月
３
日（
金
）～
12
月
２
日（
土
）

受
付
開
始　
10
月
26
日
（
木
）
※
先
着
順

お
問
い
合
わ
せ　
那
覇
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
事
務
局

　
☎
０
９
０・６
８
６
９・３
８
８
４

講座名：ハーブであんだんすー作り 講座名：年末の大掃除に！
　　　　 カーテンお洗濯講座

第１回

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
略
し
て
「
ま
ち
ゼ
ミ
」。

お
店
の
人
が
講
師
と
な
り
、
専
門
店
な
ら
で
は
の
知

識
や
情
報
、
コ
ツ
を
教
え
る
、
少
人
数
制
の
ミ
ニ
講

座
で
す
。
お
店
か
ら
の
販
売
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

受講
無料

那覇まちゼミ
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那
覇
市
発
注
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
（
追
加
）
の
受
付
に
つ
い
て

平
成
29
年
度

　児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の「
現
況
届
」の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

「
魂
の
編
集
長
」水
谷
謹
人
講
演
会
へ
の
ご
案
内

就
職
・
生
活
な
ん
で
も
相
談
会（
真
和
志
地
区
）

こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

《
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
生
対
象
》勉
強
の
お
手
伝
い
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
な
い

場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■場
本
庁
舎
３
階
45
番
窓
口
（
子
育
て
応
援
課
）

■問
子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１・６
９
５
１

経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、
放
課
後
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
過
ご
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
生

を
対
象
に
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日
月
、
水
、
金
曜
日 

各
15
時
〜
19
時

■場
母
子・父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
城
３ｰ
５ｰ
４
）　

■申・
問 

那
覇
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

☎
８
５
８・７
２
１
７

人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、
基
本

的
人
権
の
擁
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
11
月
５
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

■場
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル

講
師
／
水
谷
謹
人（
み
や
ざ
き
中
央
新
聞
編
集
長
）

■問
市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２・９
９
５
５

「
仕
事
し
て
自
立
し
た
い
」、「
生
活
費
に
困
っ
て

い
る
」
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料
・
予
約
不
要

■日
11
月
15
日
（
水
）
10
時
〜
16
時

■場
市
保
健
所
３
階
大
会
議
室
Ａ

■問
那
覇
市
就
職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
９
１
７・５
３
４
８

こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
を
通
し
サ
ポ
ー
ト
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。

■日
①
講
話
／
11
月
４
日
（
土
）
10
時
〜
12
時
半

②
１
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
／
11
月
11
日
（
土
）

〜
12
月
３
日
（
日
）
の
土
日
の
う
ち
１
日
を
選
択

■対
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
①
②
両
方
の
参
加

可
能
な
人  

■定
15
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）

■場・
申
・
問
那
覇
市
精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ん
く
る

☎
８
３
６・６
９
７
０
（
平
日
９
時
半
〜
17
時
）

■日
11
月
18
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

■場
若
狭
公
民
館
３
階
（
大
ホ
ー
ル
）

■内
自
分
が
吐
く
息
と
体
の
仕
組
み
を
使
っ
て
体

の
中
か
ら
健
康
に
な
る
た
め
の
操
体
法
の
講
演
会

《
講
師
》
須
永
隆
夫
（
新
潟
県
木
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

■定
１
５
０
人
（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

■問
沖
縄
操
体
法
普
及
研
究
会
（
９
時
〜
19
時
）

☎
０
８
０・１
７
２
８・２
５
９
１

平
成
30
年
度
に
市
の
発
注
す
る
建
設
工
事
、
業
務

委
託
（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
（
追
加
）
受
付

■場
法
制
契
約
課
（
本
庁
舎
５
階
）

■申
12
月
11
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

平
日
９
時
〜
16
時
半
（
11
時
半
〜
13
時
は
除
く
）

※
申
請
書
、
要
領
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
郵
送
で
の
申
請
受
付
不
可

※
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
で
の
デ
ー
タ
提
出
が
あ
り
ま
す
。

■問
法
制
契
約
課
☎
９
５
１・３
２
５
３

【
①
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
】

平
成
30
・
31
年
度
に
お
け
る
市
の
物
品
購
入（
一

部
リ
ー
ス
を
含
む
）お
よ
び
製
造
請
負（
印
刷
業
）

並
び
に
不
用
品
売
却
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
配
布
お
よ
び
受
付

【
②
庁
舎
等
清
掃
業
務
及
び
警
備
業
務
委
託
競
争

入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請
（
追
加
申
請
）】

平
成
30
年
度
に
お
け
る
制
限
付
一
般
競
争
入
札
参

加
に
必
要
な
資
格
審
査
申
請
書
配
布
お
よ
び
受
付

※
登
録
の
有
効
期
間
は
平
成
30
年
度
の
み

【
①
・
②
共
通
】

《
配
布
場
所
》
法
制
契
約
課
（
本
庁
舎
５
階
）

※
要
領
お
よ
び
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■期
《
配
布
》
11
月
15
日
（
水
）
〜
12
月
28
日
（
木
）　

《
受
付
》
12
月
１
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
）

※
原
則
、郵
送
提
出
で
の
受
付（
当
日
消
印
有
効
）

《
送
付
先
》
〒
９
０
０
‐
８
５
８
５
　
沖
縄
県
那

覇
市
泉
崎
１
‐
１
‐
１ 

那
覇
市
役
所
総
務
部
法

制
契
約
課
物
品
調
達
グ
ル
ー
プ
宛

■問
法
制
契
約
課
☎
９
５
１・３
２
５
３

平
成
30
年
度
に
上
下
水
道
局
の
発
注
す
る
水
道
施

設
工
事
、
水
道
材
料
購
入
お
よ
び
漏
水
調
査
業
務

の
競
争
入
札
参
加
資
格
取
得
の
追
加
申
請
の
受
付

■場
上
下
水
道
局
総
務
課
契
約
検
査
室（
Ａ
棟
３
階
）

■申
12
月
11
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

平
日
９
時
〜
16
時
半
（
11
時
半
〜
13
時
は
除
く
）

※
申
請
書
・
要
領
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
郵
送
で
の
申
請
受
付
不
可

■問
上
下
水
道
局
総
務
課
☎
９
４
１・７
８
０
９

ス
ー
パ
ー
や
商
店
な
ど
の
量
り
売
り
、
病
院
や
学

校
で
の
健
康
診
断
に
使
わ
れ
る
「
は
か
り
」
は
、

２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
必
要
で
す
。
市
で
は

次
の
日
程
で
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

【
計
量
記
念
日
イ
ベ
ン
ト
】

■日
11
月
２
日
（
木
）
11
時
〜
16
時

■場
イ
オ
ン
南
風
原
店
■内
重
さ
当
て
ゲ
ー
ム
な
ど

【
計
量
強
調
月
間
パ
ネ
ル
展
】

■日
11
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

■場
市
役
所
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

■内
は
か
り
の
神
さ
ま
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
な
ど

■問
市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２・９
９
５
５

■日
11
月
20
日
（
月
）
13
時
半
〜
16
時
10
分

■場
市
職
員
厚
生
会
館
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■内
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
、
地
域
見
守
り
の

必
要
性
、
関
係
者
と
の
効
果
的
な
連
携
方
法
な
ど

■対
福
祉
関
係・地
域
活
動
に
関
わ
り
の
あ
る
方
等

■定
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

■申
11
月
15
日
（
水
）
ま
で
／
窓
口
に
て
受
付

■問
市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２・９
９
５
５

物
品
購
入
等
、
庁
舎
等
警
備
・
清
掃
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
配
布
お
よ
び
受
付
に
つ
い
て

上
下
水
道
局
発
注
水
道
施
設
工
事
等
の
入
札
参
加

資
格
取
得
申
請
（
追
加
）
受
付
に
つ
い
て

取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
」
の

定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

「
操
体
法
啓
発
・
普
及
事
業
」講
演
会

検査日
（11月） 場　所

7日（火） なは市民協働プラザ

8日（水） 小禄支所

9日（木） 第一牧志公設市場

14日（火） 真和志支所

15日（水） 首里支所

16日（木） のうれんプラザ
（旧農連中央市場）

《時間》10時～12時、13時～15時

募

　集

「
消
費
者
教
育
講
座
」
受
講
生
募
集

パレット市民劇場 （パレットくもじ 9F）［開館時間］9:00 ～22:00/火曜日休館☎869-4880 FAX869-4883
日 催物 開演 入場料

2（木） 沖縄声楽発声研究会主催   第4回 歌の集いin沖縄 ～日本の歌 沖縄の歌Ⅱ～ 19:00 ¥1,500 
3（金） 高雄市佳音合唱団　沖縄中央混声合唱団交流演奏会 16:00 一般￥1,500/高校生以下￥1,000
4（土） 長門と那覇のハーモニー 女性合唱団「コール・チュラカーギ」「星砂」ジョイントコンサート 16:00 一般￥1,000/高校生以下￥500
5（日） ルミピアノ教室　ピアノ発表会 15:00 無　料
6（月） 外間三枝子　ソプラノリサイタル 19:00 一般￥2,800/小中学生以下￥800(当日¥200増)幼稚園生以下無料
9（木） 介護の日　講演会「認知症の私は記憶より記録」大城勝史 14:00 無　料

10（金） 喜屋武明子　ピアノリサイタル 19:00 一般 ¥2,500/ 学生 ¥1,500( 当日各 ¥300 増 )
11（土） フーゴ・ヴォルフ　イタリアの歌の本　全曲演奏会　黄金の遺産 19:00 一般 ¥2,500/ 学生 ¥1,500( 当日各 ¥500 増 )
12（日） 第26回あけもどろ総合文化祭　「八重山芸能の夕べ」 17:30 ¥1,000
13（月） 那覇市新文化芸術発信拠点施設シンポジウム＆説明会 19:00 無　料
15（水） 煌きの歌謡サークル　「歌ごよみ」第1回　チャリティーコンサート 18:00 ¥995
16（木） チャリティー歌謡ショー　歌謡連盟音楽祭 17:30 無　料
17（金） 第26回あけもどろ総合文化祭　創立10周年　たおやかに舞う 17:00 ¥1,500
18（土） 第26回あけもどろ総合文化祭　「詩吟の夕べ」 17:30 ¥900 
19（日） 田場尚子＆萩原安里紗　デュオリサイタル 18:30 一般 ¥2,000/ 学生 ¥1,000( 当日各 ¥500 増 )
20（月） 第52回　琉球古典芸能祭　 17:00 ¥1,500( 当日 ¥300 増 )
22（水） ウィハン弦楽四重奏団＆杣田早苗 19:00 一般￥5,000/ 学生￥2,500( 当日各￥500 増 )
23（木） 那覇シティアンサンブル　定期演奏会 14:00 無料
24（金） 第7回　八重山古典芸能祭 17:00 ¥1,500( 当日￥300 増 )
25（土） 瀬戸内フェスティバルマンドリンオーケストラ沖縄公演 18:00 無料
26（日） ミュージック・イン・スタイル　40周年記念公演 岩崎淑シリーズ vol.40～岩崎淑、岩崎洸、岩崎潤トリオ～ 16:00 ￥4,000(当日￥500増)
29（水） 屋比久潤クラシックコンサートシリーズⅦ　室内楽への誘い～世界で活躍するアーティストたちの響演～ 19:00 一般￥3,500/ 学生￥2,000( 当日各 ¥500 増 )
30（木） 第26回あけもどろ総合文化祭　「霜月に舞染めて」 18:00 ¥1,500

那覇市民ギャラリー 10月31日～11月26日（月曜休館）
（パレットくもじ 6F）☎867-7663

10／31（火）

11／5（日）

第１展示室 絵画・版画・
彫刻・デザイン・

書・写真
（入場無料）

第２展示室 第10回　なは市民芸術展
第３展示室 （那覇市文化振興課　上原　和彦）

11／7（火）

11／12（日）

第１展示室 書道・人形・
ちぎり絵・押し花・

琉球手まり
（入場無料）

第２展示室 第26回　あけもどろ総合文化祭　書道・生活美術合同展
第3展示室 （那覇市文化協会 西原　篤一）

11／14（火）

11／19（日）

第１展示室 絵画・デザイン・
立体造形

（入場無料）第２展示室 （県立開邦高等学校　上原　昇）

第３展示室 キヤノン写遊沖縄　写真展 （キヤノン写遊沖縄　松本　晴文）（写真）入場無料

11／21（火）

11／26（日）

第１展示室
第48回　沖縄新象展

（沖縄新象作家協会　川平　惠造）

絵画・彫刻
（入場無料）第２展示室

第３展示室 第２回　たで考房　水彩画展 （たで考房　阿彦　良子）（絵画）入場無料

※ 開館時間は10：00～19：00です。（最終日の閉館は17：00または18：00）です。
※ リウボウ休店日は中央エレベーターをご利用下さい。
※ 那覇市民ギャラリー　HP　http://www.palette-kumoji.co.jp/naha/gallery/   
      

～
～

～
～

県立開邦高等校　芸術科美術コース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第8回　美術コース作品展
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那覇市ぶんかテンブス館
【利用時間】月9時～18時 火～日9時～22時  第２・４月曜休館

4Fテンブスホール
日 開演 公演内容 費用 主催/問い合わせ先
2

（木） 19時 木曜芸能公演
八重山芸能/八重山舞踊地方研究会

一般
1,500円
高校生

1,130円
小・中学生

750円

那覇市ぶんか
テンブス館
868-7810

※満席の場合もあります。
要予約。

9
（木） 19時 木曜芸能公演　組踊/尋芸能塾

16
（木）

17時
19時 木曜芸能公演　離島芸能/あしび芸能座、他

23
（木・祝） 14時 木曜芸能公演　うちなー漫談・民謡ショー/照屋政雄 一般1,000円、

小中高生750円

30
（木） 19時

木曜芸能公演
創作民話劇/沖縄国際大学

創作民話劇鬼慶良間実行委員会

一般1,500円、高校生
1,130円、小・中学生

750円
3Fギャラリー

開催日 公演内容 費用 主催/問い合わせ先
11/16(木)～

11/19(日)
10時～19時。

最終日は
18時まで

第４１回首里織展　　一歩 ～これからも～ 無料
那覇伝統織物事業

協同組合
098-887-2746

講習名 普通救命講習Ⅰ 普通救命講習Ⅲ

日時 11月22日（水）
18時～21時

12月13日（水）
14時～17時

内容 心肺蘇生法
（主に成人）、AED

心肺蘇生法（主に乳
児及び小児）、AED

募集
期間

11月13日（月）
9時～

電話受付のみ

11月27日（月）
9時～

電話受付のみ

場所 消防局4階　講堂

対象 市内在住または在勤・在学の方

定員 先着24人（同時に2人まで申込可能）

問合せ 消防局救急課　☎867-1199

なはし就職なんでも相談センターと
なはし創業支援相談窓口は【なは市民協働
プラザBコア地下1階】へ移転しました。

【利用時間】平日 9 時～ 18 時　※駐車場あり（2 時間無料）
【住所】銘苅 2 丁目３番１号（Ｂコア地下１階）※旧銘苅庁舎
【電話】 988-3163【FAX】  917-1281

●簡単ビジネスマナー
   ■日 11月21日（火） 14～15時
●面接対策 
　■日  11月22日（水） 14～15時
    （※ハローワーク失業認定申告書の求職活動実績対象）
　■申  事前に窓口にて受付（電話申込み不可）

就職支援ミニセミナー 無料

■就職支援
・就職相談
・PC を利用した情報収集
・求人情報の提供

■創業支援
・創業に関する相談（要予約）
・融資や申請手続きなどの
  情報提供

H
-H
SO
U001@

neo.city.naha.okinaw
a.jp

■対
65
歳
以
上
85
歳
未
満
で
要
支
援
１・
２
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
か
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で

所
定
の
項
目
に
該
当
す
る
人

■問
居
住
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課
☎
８
６
２・９
０
１
０
　

社
会
で
適
応
し
づ
ら
い
『
大
人
の
発
達
凸
凹
』
の

理
解
と
対
応
策
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■日
11
月
21
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

■場
市
役
所
12
階
第
２
研
修
室

■対
市
在
住
・
在
勤
の
人  

■定
40
人
（
先
着
順
）

■申
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
会
社
名
（
会
社
と

し
て
申
込
む
場
合
の
み
）・
知
り
た
い
こ
と
を
記

入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
複
数
申
込
の
場
合
、
取
り
ま
と
め
担
当
者
記
入

■問
福
祉
政
策
課
☎
８
６
２・９
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
６
２・０
３
８
３

メ
ー
ル 

■期
10
月
16
日
（
月
）〜
約
１
か
月
（
先
着
順
）・

■対
市
在
住
の
子
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体

■費
千
円
／
１
団
体
（
運
営
協
力
費
）

■申
専
用
の
申
込
様
式
を
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
提
出
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

■内
エ
イ
サ
ー
、
琉
舞
、
三
線
、
ダ
ン
ス
等
の
演

舞
披
露
、
書
道
等
の
作
品
展
示
、
成
果
発
表
な
ど

■問
生
涯
学
習
課
☎
９
１
７・３
５
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

9
1
7・3
5
2
1

メ
ー
ル 

■日
11
月
11
日
・
18
日
・
25
日
（
各
土
曜
）
10
時

〜
12
時 

全
３
回 

■場
首
里
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

■内
首
里
地
域
の
戦
跡
を
歩
き
、
体
験
者
の
話
し

を
聞
き
、
戦
争
・
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
。

■対
市
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人 

■費
百
円（
保
険
料
） 

■定
15
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

■申
11
月
10
日
（
金
）
ま
で

来
館
ま
た
は
電
話
で
受
付
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

■問
首
里
公
民
館
☎
９
１
７・３
４
４
５

■日
11
月
18
日
・
25
日
（
各
土
曜
）
14
時
〜
17
時  

■場
首
里
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

■内
大
家
、
隣
人
と
の
関
係
、
連
帯
保
証
人
の
危
険

性
、
適
切
な
労
働
条
件
等
、
弁
護
士
が
教
え
ま
す
。

■対
市
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
18
〜
39
歳
の
人

■定
30
人（
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
）

■申
11
月
10
日
（
金
）
ま
で

来
館
ま
た
は
電
話
で
受
付
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

■問
首
里
公
民
館
☎
９
１
７・３
４
４
５

■日
11
月
20
日
・
27
日
、
12
月
４
日
（
各
月
曜
）   　

13
時
半
〜
15
時
半
　
全
３
回

■場
小
禄
南
公
民
館
（
中
研
修
室
）

■対
市
在
住
・
在
勤
の
55
歳
以
上
の
人 

■定
15
人

■費
１
５
０
０
円
（
材
料
費
３
回
分
・
保
険
料
）

■申
11
月
１
日
（
水
）〜（
先
着
順
）

来
館
ま
た
は
電
話
で
受
付
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

■問
小
禄
南
公
民
館
☎
９
１
７・３
４
４
４

■日
12
月
９
日
、
16
日
（
各
土
曜
）
10
時
〜
13
時

全
２
回 

■場
小
禄
南
公
民
館
（
実
習
室
）

■内
ス
パ
イ
ス
か
ら
作
る
本
格
カ
レ
ー
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
作
る
パ
エ
リ
ア
＆
デ
ザ
ー
ト

■対
市
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
男
性 

■定
16
人

■費
１
８
０
０
円
（
材
料
費
２
回
分
・
保
険
料
）

■申
11
月
15
日
（
水
）〜（
先
着
順
）

来
館
ま
た
は
電
話
で
受
付
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

■問
小
禄
南
公
民
館
☎
９
１
７・３
４
４
４

①
樹
木
治
療
の
現
場
講
座

■日
11
月
18
日
（
土
）
13
時
〜
14
時
半

■内
樹
木
医
に
よ
る
樹
木
の
再
生
を
試
み
て
い
る
現

場
を
見
せ
る
。
■定
40
人
（
要
事
前
申
込
）

②
自
然
の
色
を
楽
し
も
う
！
草
木
染
め
色
見
本
作
り

■日
11
月
26
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

■内
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
身
近
な
野
菜
か
ら
取
っ
た
染
料

が
媒
染
料
に
よ
っ
て
変
わ
る
様
子
を
観
察
し
色
見

本
を
作
る
。
■定
25
人
　
■費
千
円
（
材
料
費
）

【
①
・
②
共
通
】

■場
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
講
習
室

■問
緑
化
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
２・１
９
４
７

日
・
場 

11
月
３
日
（
金
）
文
化
の
日

①
古
式
行
列
13
時
45
分
〜
（
池
端
三
叉
路
〜
鳥

堀
交
差
点
）／
②
祝
賀
パ
レ
ー
ド
13
時
半
〜（
池

端
三
叉
路
〜
鳥
堀
交
差
点
）
／ 

③
各
町
旗
頭

ガ
ー
エ
ー
18
時
〜
（
首
里
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

■問
観
光
課
☎
８
６
２・３
２
７
６

み
ん
な
で
楽
し
く
！
プ
ー
ル
運
動
教
室

高
齢
者
学
級
「
初
め
て
の
ミ
ニ
盆
栽
講
座
」

成
人
講
座
『
首
里
地
域
の
戦
争
を
知
る
〜

歩
く
・
聴
く
・
考
え
る
〜
』

青
年
講
座
『
生
活
に
役
立
つ
法
律
講
座
』

一
般
市
民
対
象
救
命
講
習

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
め
ざ
せ
エ
プ
ロ
ン
男
子
！

緑
化
セ
ン
タ
ー 

緑
化
推
進
講
座

E-BO
Y-IKU

SEI001@
city.naha.1g.jp

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
in
な
は
出
演
団
体
募
集

「
第
52
回
琉
球
王
朝
祭
り
首
里
」
開
催

催
し
物

福
ま
ち
講
座「
発
達
の
凸
凹
?!
」受
講
者
募
集

場所
沖縄スイミング

スクール
三原校

波之上
スイミング
スクール

コース 1月開講の週2回の2か月コース

曜日・時間
毎週月・木

13時15分～
14時15分

毎週火・金
11時40分～
12時40分

定員 5人 10人

申込期間 平成29年11月末

※申込の際、医師の指示書が必要
（指示書に掛かる費用は自己負担）
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博物館博物館
topicstopics

館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

監
修
　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会
　
☎️
８
６
１・１
９
０
９

だ
ー

ほ
ら
、
ど
れ
、
お
い
。
物
を
尋
ね
た
り
、
要
求
し
た
り
す
る
時

の
呼
び
か
け
。「
だ
ー
　
我
に
ん
か
い
ん
　
見
し
れ
ー
（
ど
れ
、

僕
に
も
み
せ
て
よ
）」。

な
は
動
物
愛
護
フ
ェ
ア

第
23
回
国
場
川
水
あ
し
び
（
当
日
受
付
）

■日
11
月
３
日
（
金
）

■場
那
覇
市
壺
屋
焼
物
博
物
館
10
時
〜
18
時

　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
10
時
〜
19
時

　
識
名
園
９
時
〜
17
時
半
/
玉
陵
９
時
〜
18
時

■問
文
化
財
課
☎
９
１
７・３
５
０
１

日
・
場 

11
月
19
日
（
日
）

　
識
名
園
９
時
〜
10
時
/
玉
陵
11
時
〜
12
時

※
券
売
所
前
に
５
分
前
ま
で
に
集
合

■問
文
化
財
課
☎
９
１
７・３
５
０
１

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
を
は
じ
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
民
俗
芸
能
が
集
結
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

■日
11
月
19
日
（
日
）
13
時
開
場
／
14
時
開
演

■場
市
民
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■問
地
域
文
化
芸
能
公
演
事
務
局

☎
８
３
５・８
１
８
１

応
募
い
た
だ
い
た
絵
画
、
写
真
な
ど
の
う
ち
、
入

賞
・
入
選
作
品
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

■日
10
月
31
日（
火
）〜
11
月
５
日
（
日
）

   

10
時
〜
19
時
（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

■場
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
６
階
）

■問
那
覇
市
文
化
協
会
☎
８
６
１・１
９
０
９

　
文
化
振
興
課
☎
９
１
７・５
０
８
２

■期
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
毎
週

金
・
土
・
日
　
18
時
〜
22
時

■場
福
州
園 

■費
大
人
／
６
０
０

円
　
小
人
／
３
０
０
円

小
学
生
未
満
／
無
料

■問
福
州
園

☎
８
６
９・５
３
８
４

■日
11
月
24
日（
金
）
〜
26
日（
日
）
10
時
〜
18
時

■場
壺
屋
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■内
展
示
即
売
、ふ
れ
あ
い
陶
器
作
り
、福
引
、オ
ー

ク
シ
ョ
ン
、
カ
ー
ミ
ス
ー
ブ
な
ど

■問
壺
屋
陶
器
事
業
協
同
組
合
☎
８
６
６・３
２
８
４

■日
11
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）
10
〜
18
時

■場
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■内
組
合
員
の
作
品
・
展
示
販
売
、
企
画
商
品
（
新

作
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
、
ハ
オ
リ
エ
な
ど

■問
那
覇
伝
統
織
物
事
業
協
同
組
合

☎
８
８
７・２
７
４
６

■日
11
月
23
日（
木・祝
）〜
26
日（
日
）
10
〜
19
時

（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

■場
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■内
着
尺
、
帯
、
暖
簾
、
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
、
他

産
地
組
合
や
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
等
の
展
示

■問
琉
球
び
ん
が
た
事
業
協
同
組
合

☎
８
６
２・５
５
９
４

大
会
当
日
は
、
左
記
持
ち
物
を
ご
持
参
の
う
え
、

参
加
コ
ー
ス
受
付
時
間
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
案
内
は
が
き
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

※
当
日
、
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
※
当
日

申
込
も
受
け
付
け
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７・３
５
０
４

　■日
11
月
５
日（
日
）10
〜
14
時

■場
環
境
の
杜
ふ
れ
あ
い（
南
風
原
町
字
新
川
）

■内
し
つ
け
、健
康
相
談
、お
手
入
れ
体
験
な
ど

■問
環
境
衛
生
課
☎
９
５
１・１
５
３
０

■日
11
月
18
日（
土
）９
時
半
〜
14
時
半

■場
漫
湖
水
鳥・湿
地
セ
ン
タ
ー（
豊
見
城
市
在
）

■内
清
掃
、自
然
体
験
型
ゲ
ー
ム
や
舞
台
イ
ベ
ン
ト
な
ど

※
お
昼
に
軽
食（
カ
レ
ー
）の
準
備
有

■問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１・３
２
２
９

文
化
の
日
無
料
公
開

第
41
回
琉
球
び
ん
が
た
組
合
展

世
界
遺
産
解
説
会
（
予
約
不
要
・
無
料
）

「
地
域
文
化
芸
能
公
演
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ⅲ
」開
催

第
10
回
な
は
市
民
芸
術
展

第
38
回
壺
屋
陶
器
ま
つ
り

福
州
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催
中
！

第
41
回
首
里
織
展

11
月
12
日
開
催
！
「
ひ
や
み
か
ち 

な
は 

ウ
ォ
ー
ク 

２
０
１
７
」
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ

  健

康づくりポイント

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時
　
木
曜
休
館

観
覧
料
　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
６

　
現
在
の
那
覇
市
域
は
、
か
つ
て
は
、
那
覇
市
、

首
里
市
、
小
禄
村
、
真
和
志
市
の
３
市
１
村
の
行

政
地
域
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
那
覇
市
は
か
つ
て
の
那
覇
四
町
（
東･

西･

若

狭･

泉
崎
）
を
中
心
に
久
米
（
久
茂
地
含
む
）、泊
、

牧
志
（
壺
屋
含
む
）、
垣
花
を
含
む
地
域
で
し
た
。

首
里
市
は
、
現
在
、
那
覇
市
首
里
○
○
町
と
表
記

さ
れ
る
地
域
で
す
。
小
禄
村
は
那
覇
市
と
国
場
川

（
漫
湖
）
を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置
す
る
地
域
で
す
。

そ
れ
以
外
の
地
域
が
、
現
在
の
新
都
心
地
区
も
含

ん
で
、
真
和
志
市
で
し
た
。

　
１
９
５
４
年
９
月
に
首
里
市
と
小
禄
村
が
那
覇

市
に
編
入
合
併
を
し
て
、｢

新
那
覇
市｣

と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
、
真
和
志
市
は
那
覇
市
と
の
合

併
を
見
送
っ
た
の
で
、｢

真
和
志
は
後
回
し
（
あ

と
ま
わ
し
）｣

と
い
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
今
年
は
、
真
和
志
市
が
那
覇
市
と
１
９
５
７
年

12
月
に
合
併
し
て
か
ら
60
年
の
節
目
の
年
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
当
時
、
沖
縄
県
第

二
の
都
市
で
あ
り
、
現
在
で
は
数
多
く
の
那
覇
市

民
が
暮
ら
し
て
い
る
か
つ
て
の
真
和
志
地
域
の
歴

史
を
紹
介
し

ま
す
。

　
12
月
号
は
、

真
和
志
市
と

那
覇
市
の
合

併
経
緯
を
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

那
覇
市･

真
和
志
市
合
併
60
年
記
念

大
真
和
志

 

〜
戦
後
の
発
展
と
合
併
で
消
え
た
町
〜

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

　国
宝
尚
家
資
料
11
月
の
特
別
展
示

「
紋
織
の
衣
装
」

■期
11
月
３
日
（
金
）〜
29
日
（
水
）

1957年当時の那覇市と真和志市の
地図。黄緑色は首里市･小禄村と合
併した那覇市、ピンク色は真和志市

11
月
３
日
～
５
日
は
無
料
開
館
！

開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２・３
７
６
１
　
　
８
６
２・３
７
６
２

FAX

「
琉
球
の
古
陶
〜
そ
の
美
と
流
れ
〜
」

　
県
内
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ

り
、
７
０
０
点
以
上
も
の
琉
球

王
国
時
代
の
焼
物
を
掲
載
し

た
『
琉
球
の
古
陶
〜
そ
の
美
と

流
れ
〜
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
厳
選
し
た
作
品
を
展
示
公

開
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
初
期（
17
〜
18
世
紀
）の
琉
球
の
焼
物
、
そ

の
美
し
さ
や
技
術
的
変
遷
を
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

■期
11
月
３
日
（
金
）〜
19
日
（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室
　
■費
無
料

●
関
連
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

■日
11
月
19
日
（
日
）
15
時
〜

■場
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
３
階

【
話
者
】
垣
花
隆
夫
（
医
師
）、
松
井
健
（
東
京
大

学
名
誉
教
授
・『
金
城
次
郎
と
ヤ
チ
ム
ン
』
著
者
）、

松
田
共
司
（
陶
工
・
北
窯
窯
主
）

■申
不
要
。
先
着
順
（
50
人
程
度
）

　
本
展
覧
会
は
、
ま
ず
、
伝
統

的
な
窯
場
で
戦
後
に
つ
く
ら
れ

た
作
品
を
、
西
南
日
本
か
ら
集

め
て
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

伝
統
を
よ
く
ふ
ま
え
た
美
し
い
品
々
で
す
。
こ
れ

ら
に
加
え
て
工
藝
「
作
家
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

の
創
作
を
展
示
し
ま
す
。
近
年
の
民
藝
陶
の
展
開

を
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催
：
久
髙
民
藝
店
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杜ム

イ
ぐ
す
く
）

■期
11
月
21
日
（
火
）〜
26
日
（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室
　
■費
無
料

　
今
月
は「
琉
球
古
典
焼
入
門
」と
題
し
、琉
球
古
典

焼
と
呼
ば
れ
た
壺
屋
焼
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■日
11
月
19
日
（
日
）
10
時
〜 

※
１
時
間
程
度

■費
常
設
展
観
覧
料
が
必
要
（
大
学
生
以
下
無
料
）。

■申
不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■期
11
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
）
10
時
〜
18
時

■場
壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

「
伝
統
工
藝
と
工
藝
作
家
」

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う 

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

第
13
回 

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り
祭
り
２
０
１
７
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